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第1章 計画の目的と位置づけ 

 

 計画の目的 

菱野団地は愛知県内でも有数の大型住宅団地として整備されましたが、入居開始から 40 年

以上が経過し、急激な人口減少、少子高齢化の進行をはじめ、多くの課題が存在しています。 

また、本市では第６次瀬戸市総合計画及び瀬戸市都市計画マスタープランにおいて、菱野

団地を地域拠点と位置付け、居住の循環をもたらす工夫や、公共交通をはじめとする生活利

便性の向上を図ることとしています。 

2017 年（平成 29 年）7 月から 12 月にかけて、住民が主体となり、交通事業者、行政等と

協働で運行する「住民バス」の社会実験を実施し、菱野団地内の移動手段の確保に向けた取組

みを行いました。社会実験では、三台の地域住民がまとまり適切に運行が行われたことで、日

を追うごとに利用者数は増え、移動手段の確保とともに新たなコミュニティの場になるなど

の活性化が図られたことから、2018 年（平成 30 年）８月には運行を再開しました。 

一方で、将来像「住みたいまち 誇れるまち 新しいせと」を実現するためには、住民バスに

よる三台の地域住民がまとまった取組みをまちづくりへと発展させ、公共交通とまちづくり

を一体となって進める必要があります。 

そこで、福祉、子育て、定住、交通、まちづくりなどの分野を横断したハード・ソフト両面

の取組方針や具体的なプロジェクトを示した「菱野団地再生計画」を策定し、菱野団地のあら

たなまちづくりに取り組んでいきます。 

 

 対象区域 

本計画は、菱野団地（八幡台、原山台、萩山台、菱野台）を対象区域とします。 

 

 目標年次 

本計画の計画期間は 10 年間とし、３年後の 2021 年度までの先行プロジェクトと、10 年後

の 2028 年度までの中・長期計画を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

先行プロジェクト 中・長期計画 

計画期間：2019～2028 年度 

2021 年度 2028 年度 

図 1-1 計画の目標年次 

2019 年度 
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 検討体制 

住民代表、ＮＰＯ法人、市民団体、民間企業、学識経験者、行政等で組織された菱野団

地再生計画策定検討委員会を設立して、計画の策定に向けた検討を行った。 

また、住民意向の確認を行うとともに、住民からの提案を計画に反映するため、幅広い

年齢層の公募市民からなる住民ワークショップ（作業部会）を開催した。住民ワークシ

ョップでは、団地再生に向けた取り組みを検討した。 

その他、菱野団地にお住まいの方（全戸）を対象としたアンケート調査や、子育て世

代・外国人等への聞き取り調査や、インターネット調査を実施し、さまざまな視点から検

討を進めた。 

 

  

住民代表 
ＮＰＯ法人 

市民団体 

住民意向の確認 住民からの提案 

行政 学識経験者 民間企業 

意向調査 

〈団地内〉 

・菱野団地にお住まいの方へのアンケート調査 

・子育て世代、外国人への聞き取り調査（おでかけワークショップ） 

〈団地外〉 

・住宅購入希望世帯へのインターネットアンケート調査 

公募住民 

グループ 

公募住民 

グループ 

公募住民 

グループ 

公募住民 

グループ 

公募住民 

グループ 

菱野団地再生計画策定検討委員会 委員、オブザーバー２２名 

住民ワークショップ（作業部会） 公募住民５１名 

図 1-2 計画の検討体制 
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 計画の位置づけ 

瀬戸市の上位計画である第 6 次瀬戸市総合計画や瀬戸市都市計画マスタープランに即す

とともに、愛知県や愛知県住宅供給公社と連携して策定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図 1-3 計画の位置づけ 

瀬戸市都市計画マスタープラン 第６次瀬戸市総合計画 

即す 

菱野団地再生計画 

連携 

関連計画 

上位計画 

整合 
・ 

連携 

 

・瀬戸市公共施設等総合管理計画 
・瀬戸市景観計画 
・瀬戸市緑の基本計画 
・瀬戸市公共下水道事業基本計画 
・瀬戸市水道ビジョン 
・第２次瀬戸市教育アクションプラン
・瀬戸市高齢者福祉計画・介護保険事業計画
・瀬戸市子ども・子育て支援事業計画 
・瀬戸市歴史文化基本構想 
・瀬戸市環境基本計画 
・瀬戸市地域福祉計画 
・瀬戸市障害者福祉基本計画 
・せとまちブランディング戦略 など 

愛知県 

愛知県住宅供給公社 

瀬戸市 
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 上位計画の整理 

（1） 第６次瀬戸市総合計画（2017 年（平成 29 年）3 月策定） 

＜目標年次＞ 

2017～2026 年度 

 

＜将来像＞ 

 

 

＜都市像＞ 

①活力ある地域経済と豊かな暮らしを実感できるまち 

②安心して子育てができ、子どもが健やかに育つまち 

③地域に住まう市民が自立し支え合い、笑顔あふれるまち 

 

＜土地利用の方針＞ 

・持続的な都市の発展を見込むことができるよう、地域性や歴史性を考慮し、交通結

節点をはじめとする地域拠点の観点からのまちづくりや、都市機能の集積･再配置

によるコンパクトでまとまりのあるまちづくりを推進していく。 

拠点形成と

交通体系の

方針 

・既存の機能や他地域の機能を

活かしながら交通網で結ぶこ

とによって、それぞれの地域

の機能を補完 

・近隣の市にある各種施設も広

域的な都市機能としてとら

え、交通網で結ぶことによっ

て、利便性の高いまちづくり

を進める 

市域におけ

る 市 街 地 

ゾ ー ン の 

方針 

・大型団地や人口減少の続く地

域においては、住宅の維持・更

新が進むような施策展開を図

っていく 

・駅周辺やバスセンター等の交

通結節点周辺においては、コ

ンパクトなまちづくりにつな

がる都市機能の集約を図って

いく 

 

 

＜菱野団地周辺の拠点形成方針＞ 

・居住の好循環をもたらす施策や、公共交通をはじめとする生活利便性の向上を図っていく。  

住みたいまち 誇れるまち 新しいせと 

図 1-4 将来都市構造 
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（2） 瀬戸市都市計画マスタープラン（2017 年（平成 29 年）7 月策定） 

＜目標年次＞ 

2017～2026 年度 

 

＜将来都市構造＞ 

 

 

 ・一定区域内の人口密度を維持するとともに、医療・福祉施設、商業施設や住居等がまとま

って立地し、あるいは、高齢者をはじめとする住民が公共交通により医療・福祉施設や商

業施設等にアクセスできるなど、日常生活に必要なサービスが住まい等の身近に存在す

る構造「多極ネットワーク型コンパクト構造」を目指す。 

 ・「多極ネットワーク型コンパクト構造」を実現するために、次の５つの視点から、中央地

域、水野地域、品野地域、赤津地域、幡山地域の５つの地域をまちづくりの“まとまり”と

して、都市構造の再構築を行う。 

 

  

多極ネットワーク型コンパクト構造 

多極ネットワーク型コンパクト構造の視点 

❖長年育んできた文化、歴史、自然等の継承 

❖地域コミュニティの維持・向上 

❖ストック効果の最大限の発揮 

❖災害リスクの低減 

❖持続可能な都市経営 

図 1-5 将来都市構造 
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＜拠点の形成＞ 

地域名 拠点 

中央地域 
新瀬戸駅・瀬戸市駅、 

尾張瀬戸駅、水野駅周辺 

水野地域 中水野駅周辺 

品野地域 しなのバスセンター周辺 

赤津地域 せと赤津 IC 周辺 

幡山地域 
瀬戸口駅、山口駅、 

菱野団地センター地区周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜交通ネットワークの構築＞ 

 

  

図 1-6 拠点の形成 

 

■交通ネットワークの形成  
地域間交通網の形成 

■交通ネットワークの形成  
バスなど公共交通の充実による

拠点の連携 

■広域交通網の機能強化  
名鉄瀬戸線、愛知環状鉄

道、東部丘陵線の機能強化の
促進 

■広域交通網の形成・活用  
広域バス交通の充実 

■交通ネットワークの形成  
外環状道路網の形成 

図 1-7 交通ネットワークの構築 
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＜菱野団地におけるまちづくりの方針＞ 

（まちづくりの基本目標） 

・菱野団地における新たな魅力の創出による居住の好循環を目指す。 

 

（土地利用の方針） 

 ・地域拠点となる菱野団地センター地区では、商業・福祉・医療機能や居住機能などの都市

機能の誘導により、団地中心部での賑わいの再生を図り、生活利便性の向上を目指す。 

 ・既存ストックや空き家・空き地の利活用、高層住宅・戸建住宅の再配置など居住の循環に

向けた土地利用の検討を進める。 
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第2章 現況と課題の整理 

 

 菱野団地の開発概要 

（1） 開発当時の計画概要（出典：「1972 菱野計画」愛知県住宅供給公社） 

① 開発の背景と経緯 

菱野団地は、瀬戸市南部の幡山地域に位置しており、八幡台、原山台、萩山台、菱野台

からなる 173.5ha の住宅団地として、1966 年（昭和 41 年）から 1978 年（昭和 53 年）

にかけて愛知県住宅供給公社により整備された。 

開発目的は、愛知県の経済発展に伴い、名古屋市、春日井市や豊田市などへの通勤圏と

して、鉄道や道路網の整備による優れた立地条件を備え、緑と太陽と空気の美しいまち

として、子どもを守ることを十分に考慮した明るく楽しい総合的なニュータウンとして

整備された。 

計画上の住宅建設戸数は戸建住宅と集合住宅をあわせて 7,032 戸、人口は 30,000 人を

目指して開発が進められ、1970 年（昭和 45 年）に原山台から入居が始まった。 

2018 年（平成 30 年）４月１日時点での人口は 12,199 人であり、市全体 129,900 人の

約 1 割が居住している。また、そのうち約 1,000 人が外国籍である。 

表 2-1 開発当時の計画規模 

計画面積 173.5ha 

住宅建設戸数 7,032 戸 

計画人口 30,000 人 

計画人口密度 170 人/ha 

 

② 開発の主眼点（設計：黒川紀章氏） 

ア 良い環境 

・住宅の日照条件を良くする。 

・通過交通のない道路計画。 

・変化のある住宅配置と静かな空間の構成。 

・各住区の中央部にある自然を極力保存する。 

 

イ 交通安全 

・順次道路の幅員を狭めながら、各戸に近づくにつれ、交通量を大幅に減少させる。交

差点は全て優先順位が明確にされた T 差路として車のスムーズな流れを図る。 

 

ウ 便利な生活 

・ワンセンター方式により、サービス施設の合理的な配置、危険な主要幹線道路を越

えない安全な教育施設の配置。   
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③ 土地利用計画 

全体を原山台・萩山台・八幡台の住区に分け、中心地区（サービス施設）公共施設を緑

地ゾーンにより分離している。 

各住区は自然の起伏を利用して計画し、住区の各道路も原則として等高線沿いに走り、

自然の地形を保存しながら変化のある景観が得られるよう計画され、住区内中央部に自

然緑地を保存し、主幹線と住区内幹線との間のスペースは、集計緑地を配している。 

教育施設は通学上の安全のため、幹線道路をこえない住区周辺の緑地ゾーンに配置さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-1 開発当時の土地利用計画 
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（2） 交通アクセス 

交通アクセスは、名鉄バスが運行する基幹バスにより瀬戸駅（名鉄瀬戸線尾張瀬戸駅）や

藤ヶ丘駅（名古屋市営地下鉄東山線）、名鉄バスセンター（名古屋駅）とを結び、瀬戸駅（尾

張瀬戸駅）まで約 15 分、藤ヶ丘駅まで約 30 分でアクセスしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

至 多治見駅 

至 名古屋駅 

至 栄町駅 

至 名鉄ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 

   藤が丘駅 

至 藤が丘駅 

至 藤が丘駅 

凡  例 

至 多治見駅 

至 新豊田駅 

岡崎駅 

図 2-2 瀬戸市内の公共交通網 
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 菱野団地の現況 

（1） 人口 

① 人口推移 

● 菱野団地の人口は、1984 年（昭和 59 年）の 21,746 人をピークに減少しており、

2015 年（平成 27 年）では 13,113 人（市の総人口の約 10％）となっている。 

● 2000 年（平成 12 年）頃から高齢化が急速に進行しており、2015 年（平成 27 年）

では 36.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 人口分布 

● 原山台は、戸建住宅より共同住宅の人口が多い。 

表 2-2 団地別・住宅タイプ別の人口（2015 年（平成 27 年）） 

 

 

 

 

 

 

  

6,164
7,898

6,708

4,658 3,354 2,579 2,146 1,784 1,514

10,762

13,062
14,233

14,821

14,484

12,598

10,879

8,718

6,754

242

427 654

934

1,360

2,068

3,000

4,078

4,845

17,168

21,387 21,595

20,413

19,198

17,245

16,025

14,580

13,113

1.4% 2.0%
3.0%

4.6%

7.1%

12.0%

18.7%

28.0%

36.9%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1975

（S50）

1980

（S55）

1985

（S60）

1990

（H2）

1995

（H7）

2000

（H12）

2005

（H17）

2010

（H22）

2015

（H27）

（人）

年少人口（15歳未満） 生産年齢人口（15歳以上65歳未満） 老年人口（65歳以上） 高齢化率

（出典：瀬戸市統計資料） 
図 2-3 人口及び高齢化率の推移（菱野団地全体） 

ピーク 
1984 年（昭和 59 年） 
21,746 人 

（出典：瀬戸市資料） 
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③ 人口構成 

●菱野団地全体では 60 歳以上の人口が多く、戸建住宅では特に多くなっている。 

 

【菱野団地全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【戸建住宅】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

198

224

303

321

253

206

254

319

423

374

291

268

344
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666

499

281

91

21

0

0
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287

258

226

243

266

355

456

395
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326

483

793

787
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310

135

35

8

1

100 300 500 700 900

100300500700900

4歳以下

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

男性 女性

64

73

113

125

105

88

104

151

226

188

160

135

181

347

426

360

204

72

18

0

0

55

76

107

100

85

94

105

131

204

172

166

170

259

463

495

322

173

84

21

5

1
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0100200300400500600

4歳以下

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

男性 女性

図 2-4 性別・年齢別人口構成（1/2） 

（人） 

（人） 

（人） 

（人） 
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【共同住宅】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 世帯数の推移 

●1980 年（昭和 55 年）から 2010 年（平成 22 年）にかけて 6,000 世帯強で推移していた。 

●近年は減少傾向にあり、2015 年には、40 年ぶりに 6,000 世帯を下回っている。 
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図 2-5 性別・年齢別人口構成（2/2） 
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（2） 住宅 

① 住宅戸数 

● 原山台、萩山台は、戸建住宅より共同住宅の戸数が多い。 

表 2-3 菱野団地内の地区別住宅戸数（2015 年（平成 27 年）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 空き家の状況 

   ＜戸建住宅＞ 

● 空き家と思われる建物の割合は、市全体と比較して少ないものの、それぞれの連

区に空き家が存在している。 

表 2-4 菱野団地内の地区別空き家数（2015 年（平成 27 年）） 

地区名 
空き家と思われる 

対象建物 
対象建物 

対象建物に対する

空き家と思われる

建物の割合  

原山台 34 855 3.98% 

萩山台 30 1,227 2.44% 

八幡台 33 1,653 2.00% 

市全体 3,187 47,917 6.65% 

 

※この調査では、戸建住宅、長屋建住宅、工場、店舗、事務所を対象とし、

そのうち 20 ㎡未満の建物と 500 ㎡以上の住宅を除外した。 

※ 調査方法は、給水台帳を基に平成 26 年 3 月 31 日以前に水道メーターが

閉栓された建物及び平成 26 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日までの

間、水道の利用実績がない建物を抽出した。また、対象建物は、固定資産

課税台帳から集計した。 

  

（出典：瀬戸市資料） 

（出典：瀬戸市資料） 
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＜県営住宅及び公社賃貸住宅＞ 

● 県営住宅や公社賃貸住宅等の共同住宅の空き戸数は、管理戸数に対して２～３割と多くな

っている。 

● 原山台（２丁目及び７丁目）の県営住宅については、建替事業が進められている。 

 

表 2-5 県営住宅の管理戸数、入居戸数及び空き戸数（2015 年（平成 27 年）12 月時点） 

地区名 管理戸数 入居戸数 空き戸数 

原山台 1,373 戸 1,063 戸 310 戸 

萩山台 1,002 戸 728 戸 274 戸 

八幡台 1,079 戸 885 戸 194 戸 

合計 3,454 戸 2,676 戸 778 戸 

※原山台の管理戸数には、建替事業に伴う募集停止戸数も含む。 

 

表 2-6 公社賃貸住宅の管理戸数、入居戸数及び空き戸数（2015 年（平成 27 年）12 月時点） 

地区名 管理戸数 入居戸数 空き戸数 

菱野台 173 戸 132 戸 41 戸 

 

 

  

（出典：瀬戸市資料） 

（出典：瀬戸市資料） 
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（3） 菱野団地の施設分布状況 

① 商店街・商業施設 

● 商業施設は、菱野台（センター地区）に菱野団地商店街やウイングビル商店街等

が立地している。 

● 菱野台の大型スーパー（ピーコック、松坂屋ストア）が 2014 年（平成 26 年）に

閉店し、空き店舗となっている。また、商店街にも空き店舗が存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 福祉施設・医療施設 

● 福祉施設は、萩山台にせと在宅福祉センター（地域包括支援センター）が立地し

ている。 

● 医療施設は、菱野台（センター地区）の末端部に立地している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N 

200ｍ 

福祉施設 
 

医療施設 

商店街 
商店街 

コンビニ 

N 

200ｍ 

図 2-7 商店街・商業施設の分布状況 

図 2-8 福祉施設・医療施設の分布状況 



 

17 

 

③ 保育園・幼稚園 

● 保育園は、原山台と萩山台にそれぞれ１箇所、八幡台に２箇所立地している。 

● 幼稚園は、八幡台、原山台、萩山台にそれぞれ１箇所立地している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 教育施設 

● 小学校は原山台、萩山台、八幡台にそれぞれ１箇所立地している。 

● 中学校は萩山台に１箇所立地している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校 
 

中学校 

N 

200ｍ 

N 

保育園 
 

幼稚園 

200ｍ 

図 2-9 保育園・幼稚園の分布状況 

図 2-10 教育施設の分布状況 
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⑤ 公園 

● 街区公園等は、八幡台に４箇所、原山台に２箇所、萩山台に６箇所、菱野台に１

箇所設置されている。 

● ちびっこ広場等は、八幡台に 11 箇所、原山台に 13 箇所、萩山台に 7 箇所設置さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

⑥ 公共施設・郵便局・金融機関・公民館・集会所 

● 公共施設・郵便局・金融機関は、菱野台（センター地区）に立地している。 

● 公民館・集会所は、八幡台、原山台、萩山台にそれぞれ 1 箇所立地している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街区公園等 
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公民館 

集会所 

N 

200ｍ 

図 2-11 公園の分布状況 

図 2-12 公共施設・郵便局・金融機関・公民館・集会所の分布状況 
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（4） 交通の状況 

① 基幹バス（名鉄バス） 

● 名鉄バスが運行する基幹バスにより、菱野団地から名鉄瀬戸線尾張瀬戸駅や新瀬戸駅、

愛知環状鉄道瀬戸市駅、名古屋市営地下鉄藤ヶ丘駅等の鉄道駅や名鉄バスセンターに

接続している。また、休日のみ愛・地球博記念公園駅まで運行する路線がある。 

● 運行頻度は、瀬戸駅前（尾張瀬戸駅）行きが 42 便/片道平均、藤ヶ丘駅行きが 27 便/

片道平均と他の市内基幹バスと比較しても高頻度で運行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※瀬戸駅前は、尾張瀬戸駅駅前広場内のバス停名 

※運行便数は、上下別の便数の平均値（枠内の水色のグラフの長さは便数の多さを示す） 

※ピンクの網掛けの路線・区間は、１日の片道あたり平均１便/時間以上（運行時間 12

時間以上）のもの 

資料：名鉄バスホームページ（平成 28 年 11 月 14 日改正） 

東鉄バスホームページ（平成 28 年 10 月３日改正） 

  

平日 休日

～ 菱野団地 9 8

～ 瀬戸駅前 12 10

藤が丘 藤が丘 ～ 瀬戸駅前 9 9

～ 瀬戸駅前 22 17

～ 菱野団地 27 23

下半田川 ～ 多治見駅前 17 12

～ 上品野 9 8

～ しなのﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 18 20

～ 上品野 2 2

～ しなのﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 6 1

11 10

新瀬戸駅 ～ 中水野駅 15 14

5 5

15 12

～ 新瀬戸駅 8 8

～ 瀬戸駅前 42 40

愛・地球博
記念公園

瀬戸駅前 ～
愛・地球博

記念公園駅 0 5

路線名等 区間
運行便数

広
域
基
幹
バ
ス

本地ヶ原線

名鉄
ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

名鉄ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

東山線 藤が丘 藤が丘

下半田川線

市
内
基
幹
バ
ス

瀬戸北線

新瀬戸駅

瀬戸駅前

水野循環線 新瀬戸駅～中水野駅～新瀬戸駅

みずの坂線

赤津線 瀬戸駅前
～古瀬戸～赤津

～一里塚～赤津

東山線
瀬戸循環 菱野団地

図 2-13 瀬戸市関連の基幹バスの運行状況 
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② 住民バス（運行主体 菱野団地コミュニティ交通運行協議会） 

● 菱野団地内には公共交通空白地域が存在しており、団地内における名鉄バスやタクシ

ーへの乗り継ぎ、センター地区付近への買い物や通院、通所等への移動手段の確保が

求められていた。そこで、地域住民がまとまり、交通事業者、行政等との協働により、

地域が主体となって住民バスを運行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-14 公共交通空白地域の分布及び住民バスルート等 

菱野団地住民バスルート 

名鉄バスルート 

名鉄バス停留所 

公共交通空白地域（鉄道駅から半径 800ｍ、名鉄バス停留所から半径 300ｍの範囲外の地域） 
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 住民ワークショップの結果 

（1） 住民ワークショップ「カタリバ」の概要 

「菱野団地再生計画」の策定に向けて住民ワークショップを開催し、子育て世代や若者

から高齢者までの幅広い年齢層の方達と意見交換を行いながら、菱野団地のあらたなまち

づくりに向けた取り組みを検討した。 

 

ファシリテーター 三矢勝司氏（NPO 法人岡崎まち育てセンター・りた） 

         名畑恵氏（NPO 法人まちの縁側育み隊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 第１回住民ワークショップ「菱野団地について語るバ。」の結果 

  （2018 年（平成 30 年）2 月 4 日（日）原山公民館） 

第１回住民ワークショップでは、同じ問題意識を持っている方達で6つのグループをつ

くり、菱野団地について「良い点」、「気になる点」を話し合った。 

表 2-7 第１回住民ワークショップで出た意見 

グループ 地域の強み、資源 地域の弱み、課題 

A 

・自然環境や治安が良く住みやすい。 

・車があれば買い物や医療に不便をし

ない。 

・元気な高齢者が多い。 

・孤立や買い物難民化などで苦労している高

齢者が多いように思う。 

・バリアフリー化が充分に進んでおらず、歩

きづらいところがある。 

・地域行事など三台の連携が取れていない。 

・外国人と日本人のコミュニケーションが取

れていないため、リーダーシップのある外

国人を地域コミュニティへ引き込む必要

がある。 

・住民だけでは解決できないことを整理し

て、行政に伝えなければならない。 

  

図 2-15 住民ワークショップスケジュール 
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グループ 地域の強み、資源 地域の弱み、課題 

B 

・自然豊かで、四季折々の景色が素晴ら

しい。 

・現状、高齢者が住みよいまちとは言い難

い。 

・住民バスにより交通利便性は高くなった

が、まだ充分ではない。 

・公衆トイレが不足している。 

・増加している空家を有効活用する必要が

ある。活用方法としては、近隣大学の学生

向けに安い賃料で貸し出すことなどが考

えられる。 

・若者が地域活動に関わることで、子ども

や外国人との交流を広げやすくなる。そ

のために、若者が関わりたいと思える地

域活動にしていく必要がある。 

C 

・学校施設、教育環境が良い。 ・子どもたちがのびのびと遊べる場所が少

ない。 

・精神的な余裕がなく地域活動に参加でき

ない人がいる。 

・若い現役世代に居住地として選んでもら

えるよう、菱野団地の魅力を情報発信す

る必要がある。 

D 

・センター地区に活用できそうな空き店

舗がある。 

・車を使えない人には住みづらい団地にな

っている。センター地区の利便性を高め

ることで、交通弱者にとっての住環境が

改善するのではないか。 

E 

・インフラが充分に整備されており、自

然環境も充実している。 

・近所づきあいがしやすい。 

・時代の流れに対応できておらず、１人１

台車がないと生活ができない。子ども、若

者を取り込むには、時代に合った生活環

境に変化させていかなければならない。 

F 

・県営住宅の建て替え事業が進行してお

り、若者が望むような住宅を考えて、

県と意見交換をする良い機会である。 

・三台交流の場がない。老朽化しているセ

ンタービルを建て替えるなどして、交流

の場をつくってはどうか。 
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● 全体のまとめ 

グループワークの結果を受けて、「菱野団地再生に向けて大事にしたいキーワード」

と取り組みの考え方を整理した。 

 

「ひしめく遊び場づくり」 

菱野団地には、通勤・通学をしていない高齢者などが多いため、昼間人口が多い。

アクセスのしやすいセンター地区に高齢者が毎日通いたくなる遊び場ができれば、

外出することによる健康増進、楽しみの発見、新たな雇用の創出につながる。 

 

「少子化問題に一手打つ」 

 半世紀前に団地が開発された当初、子育て世代が一斉に入居したが、団地で育っ

た若者が大学入学・就職・結婚などをきっかけに転出していったため、住民の多くが

同じ年齢層に属し、菱野団地の少子高齢化は一挙に進んだ。 

少子化問題に一手打つ方法は、若い世代のニーズを分析するなどして、住民が知

恵を絞り、市と協議をしながら取り組みを進めていく必要がある。 

 

「のんびり空間を活かす」 

  空き家や空き地などの空いている場所を「資源」とみなし、その場所が空いている

からこそ可能となる地域課題の解決策などを考えていく必要がある。 

路上駐車などの駐車場問題については、駐車場の利用ルールの見直しや、既存駐

車場、道路などの利活用について考えていかなければならない。 

 公園についても、利用方法や設備を改善する等により、利活用を進める必要があ

る。 

  

図 2-16 菱野団地再生に向けて大事にしたいキーワード 



 

24 

 

（3） 住民ワークショップ「お試しアクション（社会実験）」の成果と課題 

① 第２回住民ワークショップ「アクションプランを考えよう！」 

（2018 年（平成 30 年）6 月 10 日（日）原山公民館） 

第１回住民ワークショップで挙がった菱野団地再生に向けて大事にしたいキーワー

ドを基に「私だったら、こんなアクションを起こしたい」というアイデアを出した。 

 

② 第３回住民ワークショップ「現地でアイデアを膨らまそう！」 

（2018 年（平成 30 年）8 月 19 日（日）八幡公民館、菱野団地中央広場） 

第４回住民ワークショップで開催する社会実験「菱野団地わいわいフェスティバル」

で実施するお試しアクションを考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「菱野団地わいわいフェスティバル」に向けた準備 

（2018 年（平成 30 年）9 月～10 月 菱野第３住宅 10 棟空き店舗） 

「菱野団地わいわいフェスティバル」開催までの約二ヶ月間に、各班のアクションに

必要な準備、中央広場のテラス製作や草刈り・掃除などを協力して行った。中央広場のテ

ラス製作は、愛知県立芸術大学との協働で実施した。 

  

井戸端作り 

プロジェクト 

旧エビスヤ前を 

中心に居場所 

づくりを展開 

多世代参加型農園 

プロジェクト 

食：せともんピザ 

を作ろう 

学：食育クイズ 

体験：植えて持ち帰る 

三台交流広場 

プロジェクト 

①マルシェ 

②ビアホール 

バス停をつくる 

→ 臨時バスの運行 

三台の要望書を 

つくる 

住環境改善 

プロジェクト 

 
日常的な居場所 

を作りたい！ 
 

高齢者と子どもの 
マッチングを 

したい！ 
 

ハードとソフトの 
点検と改善を 
実施したい！ 

 
三台が一体的に 

活動するきっかけを
作りたい！ 

図 2-17 お試しアクションの概要 

図 2-18 菱野団地わいわいフェスティバルに向けた準備 
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④ 第４回住民ワークショップ「菱野団地わいわいフェスティバル」 

（2018 年(平成 30 年) 11 月 4 日(日) 菱野団地中央広場、菱野第３住宅 10 棟空き店舗） 

全てのアクションを滞りなく実施した他、「菱野団地わいわいフェスティバル」を評

価するためのアンケート調査も同時に行った。また、商店街の空き店舗では、名城大学

鈴木温研究室の学生が団地再生に向けた提案の発表をした。 

 

  

図 2-19 菱野団地わいわいフェスティバルの実施風景 

アンケート調査 

名城大学による 

菱野団地再生に 

向けた提案 
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⑤ 第５回住民ワークショップ「アクションプランの点検・改善」 

（2018 年(平成 30 年) 12 月 2 日（日）原山公民館） 

「菱野団地わいわいフェスティバル」のふりかえりを行った。来場者や出店者、スタッ

フ自らにも実施したアンケートの結果等を踏まえ、各班ごとにアクションの点検をした

後、今後の展開や目標について話し合いを行った。 

 

● 「三台交流広場プロジェクト」 

2019 年の目標：「年１回開催する！」 

・イベントの開催に向けた集まりを月１回は開く。 

・運営組織づくりに取り組む。 

・コンセプトづくりに取り組む。 

・メンバー間の連絡体制を整える。 

・メンバー間の親交を深める。 

・商店街とのコラボを調整する。 

・3 月末に企画立案をする。 

・5 月に開催内容を決定し、出店者を募集する。 

・9 月からイベントのＰＲを実施する。 

● 「井戸端作りプロジェクト」 

2019 年の目標：「残りのテラスを仕上げる！」 

・3 月に市の予算を得られるよう働きかける。 

・5 月に「テラスづくりワークショップ」を開催する。 

・参加者を募って草むしりを行う。 

・みんなで無理なくイベント的に行いたい。 

・テラスを利用してもらえるよう働きかける。 

● 「多世代参加型農園プロジェクト」 

2019 年の目標：「素敵な花を咲かせましょう！」 

・5 月のテラス完成に合わせて植え付けを行う。 

・10 月のマルシェに合わせて収穫祭を行う。 

・花壇の石を取る作業が大変なため、参加者を集めて進める。 

● 「住環境改善プロジェクト」 

2019 年の目標：「中央広場にバス停をつくる！」 

・1 月：菱野団地コミュニティ交通運行協議会に提案する。 

・3 月：地域公共交通会議で審議する。 

・4 月：予算を調整する。 

・5 月：中央広場近くに新規バス停を設置する。 

・土日運行の実現に向けて働きかける。 

・団地外に住民バスの運行ルートを設ける方法を考える。  
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 住民意向調査の結果 

（1） 菱野団地にお住まいの方へのアンケート調査 

 菱野団地にお住まいの方（家族のうち 18 歳以上のどなたか一人が回答）を対象にアンケ

ート調査を実施した。 

・調査対象：菱野団地にお住まいの方 6,050 戸 

・配布方法：自治会の協力による全戸配布 

・回収方法：郵送、回収箱または Web による回収 

・調査期間：2017 年（平成 29 年）12 月 15 日～2018 年（平成 30 年）1 月 31 日 

・回収票数：2,565 票（回収率：42.4％） 
 

① 居住年数 

● 菱野団地に「30 年以上」居住している回答者が５割以上となっている。 

● 次いで、「10～20 年未満」、「20～30 年未満」が多く、それぞれ約１割となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 家族構成 

● 回答者の家族構成では、「単身」世帯は約 2 割である。「夫婦のみ」世帯が約４割

と最も多く、あわせると１～2 人で住んでいる世帯が約 6 割となっている。 

● 「親と子」、「三世代同居」世帯などの多世代で住んでいる世帯は約 4 割となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

単身

19.2%

夫婦のみ

37.5%

親と子

35.1%

三世代同居

4.0%

その他

1.2%

無回答

3.0%

1年未満

1.6%

1～5年未満

6.6%
5～10年未満

7.4%

10～20年未満

12.6%

20～30年未満

11.9%

30年以上

57.1%

無回答

2.9%

図 2-20 居住年数 

図 2-21 家族構成 
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自宅にいることが多い

43.2%

数時間、留守にすることが多い

31.1%

ほとんど家にいない

22.4%

無回答 3.3%

● 年齢別にみると、40 歳未満では、「親と子」世帯が多く、約 9 割となっている。 

● 65 歳以上の「単身」世帯が約 2 割であり、年齢層が上がるにしたがって単身世帯

が増加する傾向にある。 

● また、65 歳以上は「夫婦のみ」世帯が約 5 割と高く、「単身」及び「夫婦のみ」

を合わせると、65 歳以上の回答者の約 7 割が 1～2 人で住んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 日中の居場所 

● 「自宅にいることが多い」、「数時間、留守にすることが多い」と回答した人（日

中は菱野団地内にいる人）は 7 割以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年齢別にみると、64 歳未満の人は、「自宅にいることが多い」、「数時間留守にす

ることが多い」と回答した人は 5 割に満たない。一方、65 歳以上の人では、「自

宅にいることが多い」、「数時間留守にすることが多い」と回答した人（日中は菱

野団地内にいる人）は約９割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.7%

12.0%

23.8%

6.0%

20.1%

47.5%

87.1%

58.4%

21.1%

0.9%

6.3%

3.2%

1.7%

1.6%

1.0%

2.6%

1.6%

3.5%

40歳未満

【116人】

40～64歳

【728人】

65歳以上

【1650人】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

単身 夫婦のみ 親と子 三世代同居 その他 無回答

17.2%

19.0%

55.6%

24.1%

30.6%

31.9%

56.0%

48.4%

9.0%

2.6%

2.1%

3.5%

40歳未満

【116人】

40～64歳

【728人】

65歳以上

【1645人】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅にいることが多い 数時間、留守にすることが多い ほとんど家にいない 無回答

図 2-22 年齢別家族構成 

図 2-23 日中の居場所 

図 2-24 年齢別にみた日中の居場所 
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2.5%

21.7%

28.7%

5.9%

20.2%

34.9%

7.4%

22.3%

16.3%

16.4%

19.3%

7.6%

24.5%

7.7%

3.5%

36.7%

2.6%

2.4%

6.7%

6.2%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出をする頻度

菱野団地商店街を利用する頻度

名鉄バスを利用する頻度

しない 年に数回 1か月に1～2回 1週間に1～2回

1週間に3～4回 1週間に5回以上 無回答

④ 通勤・通学の状況 

● 通勤・通学先は、市内・市外ともに 2 割であり、自宅から徒歩圏外の瀬戸市内が

最も多くなっている。市外は、名古屋市が最も多くなっている。 

● 通勤・通学はしていないと回答した人が、約 4 割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 外出の頻度 

● 外出をする頻度は、「1 週間に 5 回以上」外出する人が最も多く、約 4 割となっ

ている。一方で、約 3 割が「週に 2 回以下」しか外出していない。 

● 菱野団地商店街を利用する頻度は「利用しない」、「年に数回利用する」、「1 ヶ月

に 1～2 回利用する」の定期的に利用しない人は、約 6 割を超えている。一方で、

「1 週間に 1 回以上利用する」の定期的に利用する人は、約 3 割となっている。 

● 名鉄バスを利用する頻度は、定期的に利用しない人が約 8 割となっている。 

● 名鉄バスを利用する人の中で最も多いのは、「年に数回」で 3 割を超えている。

一方で、定期的に利用する人は 1 割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.8%

14.2%

2.4%

1.9%

2.5%

6.7%

3.0%

0.7%

37.1%

25.9%

自宅から徒歩圏内

上記以外の瀬戸市内

尾張旭市内

長久手市内

豊田市内

名古屋市内

上記以外の愛知県内

その他

通勤、通学はしていない

無回答

0% 10% 20% 30% 40%

市内が２割 

市外が２割 

図 2-25 通勤・通学の状況 

図 2-26 外出の頻度 
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⑥ 自宅から最寄りのバス停まで歩いた時の移動時間 

● 自宅から最寄りのバス停まで徒歩で「10 分以上かかる」と回答した人が約 2 割

となっている。 

● 一方で、自宅から最寄りのバス停まで徒歩で「5～10 分未満」であると回答した

人が約 5 割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 菱野団地商店街までの移動手段 

● 「徒歩」と回答した人が最も多く、約 7 割となっている。 

● 次いで、「自家用車（自分で運転）」と回答した人が多く、約５割となっている。 

 

 

 

 

  

5分未満

29.9%

5～10 分未満

48.0%

10～20 分未満

17.4%

20分以上

1.9%

無回答

2.7%

件数

1,275

319

88

271

215

45

1,725

30

103

4,071

選択肢

１．自家用車（自分で運転）

８．その他

無回答

計

２．自家用車（家族の送迎）

３．タクシー

４．住民バス

５．自転車

６．自動二輪車（バイク・スクーター等）

７．徒歩

49.7%

12.4%

3.4%

10.6%

8.4%

1.8%

67.3%

1.2%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

図 2-27 自宅から最寄りのバス停まで歩いた時の移動時間 

図 2-28 菱野団地商店街までの移動手段 
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⑧ 菱野団地住民バスの認知度（社会実験実施時） 

● 約９割の人が菱野団地住民バスを知っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 菱野団地住民バスの利用状況（社会実験実施時） 

● 社会実験時に菱野団地住民バスを利用した人は、約 1 割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用していない

90.5%

期間中に数回

4.5%

1か月に1～2回

1.1%

1週間に1～2回

0.7%

1週間に3回以上

0.6%

無回答

2.7%

図 2-30 菱野団地住民バスの利用頻度 

知っている

87.6%

知らない

4.9%

無回答

7.5%

図 2-29 菱野団地住民バスの認知度 
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● 利用目的は、「買い物」が最も多く約 5 割である。 

● 次いで、「通院・デイケア」、「試しに乗ってみた」が約 3 割、「公的・金融機関へ

の用事」（役所や銀行など）」が約 2 割となっている。 

  

件数

34

22

14

3

5

7

6

1

11

20

15

0

4

142

３．公的・金融機関への用事（役所や銀行など）

４．食事

５．通勤・通学・通園

６．地域活動・ボランティア

７．散髪・美容

８．介護や看護

選択肢

１．買い物

２．通院・デイケア

９．趣味・娯楽・習い事・社交・付き合いなど

１０．試しに乗ってみた

１１．家に帰る

１２．その他

無回答

計

47.2%

30.6%

19.4%

4.2%

6.9%

9.7%

8.3%

1.4%

15.3%

27.8%

20.8%

0.0%

5.6%

0% 20% 40% 60%

図 2-31 菱野団地住民バスの利用目的 
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⑩ 菱野団地に対する満足度 

● 最も満足度の平均値が高いのは「教育施設（小学校、中学校）の利便性」で 5 割

以上の人が「満足」または「まあ満足」であると評価している。 

● 次いで、「自家用車での生活のしやすさ」、「自然環境の良さ」、「子育て施設（保育

園、幼稚園）の利便性」の順に満足度の平均値が高い。 

● 最も満足度の平均値が低いのは「買い物のしやすさ」で 5 割以上の人が「不満」

または「やや不満」であると評価している。 

● 次いで、「団地内の駐車場の利用のしやすさ」、「バス・電車の利用のしやすさ」、

「医療施設の利用のしやすさ」などが満足度の平均値が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年齢別にみると、全ての年代において、「自家用車での生活のしやすさ」、「教育施

設（小学校、中学校）の利便性」、「自然環境の良さ」の満足度が高く評価されて

おり、「団地内の駐車場の利用のしやすさ」の満足度が低く評価されている。 

● 40 歳未満では「交通の安全性」や「治安の良さ」、「町並み、景観の美しさ」、「公

園・広場の利用のしやすさ」に対する満足度が低く評価されている。 

● 40 歳～64 歳、65 歳以上では「買い物のしやすさ」や「バス・電車の利用のしや

すさ」、「医療施設の利用のしやすさ」について、4 割以上の人が「不満」または

「やや不満」と評価している。  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育施設(小学校、中学校)の利便性

自家用車での生活のしやすさ

自然環境の良さ

子育て施設(保育園、幼稚園)の利便性

近所付き合い

災害に対する安全性の高さ

教育環境の良さ

町並み、景観の美しさ

治安のよさ

交通の安全性

公園・広場の利用のしやすさ

通勤・通学のしやすさ

町内会や子ども会などの活動状況

介護や福祉サービスの利便性

医療施設の利用のしやすさ

バス・電車の利用のしやすさ

団地内の駐車場の利用のしやすさ

買い物のしやすさ

1 不満← 平均 →満足 5

満足度の平均値不満 やや不満 どちらともいえない まあ満足 満足

3.59

3.56

3.50

3.46

3.30

3.24

3.20

3.15

3.04

3.00

2.98

2.93

2.89

2.85

2.75

2.72

2.70

2.44

図 2-32 菱野団地に対する満足度 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車での生活のしやすさ

教育施設(小学校、中学校)の利便性

子育て施設(保育園、幼稚園)の利便性

通勤・通学のしやすさ

自然環境の良さ

公園・広場の利用のしやすさ

町並み、景観の美しさ

治安のよさ

団地内の駐車場の利用のしやすさ

交通の安全性

不満 やや不満 どちらともいえない まあ満足 満足度

「満足」「まあ満足」が多い

「不満」「やや不満」が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車での生活のしやすさ

教育施設(小学校、中学校)の利便性

自然環境の良さ

子育て施設(保育園、幼稚園)の利便性

近所付き合い

交通の安全性

医療施設の利用のしやすさ

バス・電車の利用のしやすさ

団地内の駐車場の利用のしやすさ

買い物のしやすさ

不満 やや不満 どちらともいえない まあ満足 満足度

「満足」「まあ満足」が多い

「不満」「やや不満」が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車での生活のしやすさ

自然環境の良さ

教育施設(小学校、中学校)の利便性

災害に対する安全性の高さ

近所付き合い

通勤・通学のしやすさ

団地内の駐車場の利用のしやすさ

医療施設の利用のしやすさ

バス・電車の利用のしやすさ

買い物のしやすさ

不満 やや不満 どちらともいえない まあ満足 満足度

「満足」「まあ満足」が多い

「不満」「やや不満」が多い

 

【40 歳未満】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【40 歳～64 歳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【65 歳以上】 

  

図 2-33 菱野団地に対する満足度（年齢別） 
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⑪ 居住意向 

● 半数以上の人が菱野団地内に「住みつづけたい」、「団地の中心地域に転居したい」

と考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年齢別にみると、40 歳未満の 4 割以上が団地外へ転居したいと考えており、約 2 割

が市内の他の地域に転居したいと考えている。また、40 歳未満の約 1 割が市外へ転

居したいと考えている。 

● 65 歳以上の人は、菱野団地に「住みつづけたい」、「団地の中心地域に転居したい」

と考えている割合が最も高く約 6 割となっている。 

● 年齢層が上がるにしたがって団地内で住みつづけたいと回答した人は増加傾向とな

っている。 

 

 

  

住みつづけたい

49%

団地の中心地域に転居したい

8%

市内の他の地域、市外に転居したい

20%

転居する予定がある

2%

わからない、無回答

21%

35.1%

38.3%

54.9%

42.0%

3.5%

6.7%

5.3%

4.6%

1.9%

2.5%
1.1%

3.5%

6.2%

3.8%

4.6%

7.0%

10.7%

7.7%

6.9%

16.7%

5.4%

1.0%

8.9%

9.6%

5.5%

2.8%

7.5%

6.1%

2.6%

1.3%

3.2%

14.9%

19.3%

15.1%

16.7%

3.5%

3.3%

5.6%

4.6%

40歳未満

【114人】

40～64歳

【726人】

65歳以上

【1632人】

18歳以下の家族がある

【348人】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住みつづけたい
今は転居する気はないが、高齢になった時などは、商店やバス停に近い団地の中心地域に移りたい
商店やバス停に近い団地の中心地域に移りたい
今は転居する気はないが、高齢になった時などは、市内の他の地域に移りたい
今は転居する気はないが、高齢になった時などは、市外に移りたい
市内の他の地域に移りたい
市外に移りたい
転居する予定がある
わからない
無回答

団地外への転居意向がある 

図 2-34 居住意向 

図 2-35 年齢別の居住意向 
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● 転居を希望する主な理由としては、「公共交通の利便性に不満」、「買い物に不便」、「住

宅が古い」がそれぞれ約 2 割と多く主な理由となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年齢別にみると、40 歳未満及び 40 歳～64 歳の人は「住宅が古い」が約 2 割と最も

多くなっている。 

● 65 歳以上では、「買い物に不便」が最も多く、次いで「公共交通の利便性に不満」が

多く、いずれも 2 割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.8%

2.9%

20.0%

0.3%

2.3%

9.8%

20.8%

1.6%

3.8%

3.1%

10.5%

6.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

住宅が古い

住宅が狭すぎる

買い物に不便

子育てに不便

通勤・通学に不便

通院・介護に不便

公共交通の利便性に不満

駐車場が無い・不足

子どもや親との同居

経済的理由

その他

無回答

（回答者 686 人） 

23.3%

9.3%

2.3%

0.0%

4.7%

9.3%

9.3%

11.6%

7.0%

2.3%

18.6%

2.3%

22.0%

3.9%

17.7%

0.4%

4.3%

5.1%

20.9%

1.6%

3.5%

3.5%

15.0%

2.0%

16.6%

1.6%

24.5%

0.3%

0.5%

13.0%

21.2%

0.5%

3.8%

2.2%

6.8%

9.0%

0% 10% 20% 30%

住宅が古い

住宅が狭すぎる

買い物に不便

子育てに不便

通勤・通学に不便

通院・介護に不便

公共交通の利便性に不満

駐車場が無い・不足

子どもや親との同居

経済的理由

その他

無回答

40歳未満【43人】 40～64歳【254人】 65歳以上【368人】

図 2-36 転居を希望する理由 

図 2-37 年齢別にみた転居を希望する理由 
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⑫ 自動車所有者の駐車場の状況 

● 自動車所有者のうち、「駐車場はない」と回答した人の割合が 1 割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 自由意見 

表 2-8 自由意見の主な回答 

住居 

・空家が目立つ。 

・空家対策の施策が見えない。 

・県営住宅の老朽化が気がかり。 

商業 

・松坂屋ストア跡地：階段があり入店しづらく、センターエリアの

バリアフリー化を進めてほしい。 

・公衆トイレがない。 

・空き店舗を利用できるようにしてほしい。 

公共・公益施設 ・公民館、交流館の活動をもっと活発にしたい。 

子育て 
・小学校を選べるようにするか、統合してほしい。 

・学校以外に集まる場所が少ない。 

交通 

・路上駐車が多く見通しが悪い。 

・地域全体のバリアフリー化を進めてほしい。 

・歩道が少ない、狭い。 

社会基盤 
・道路インフラ、公園のメンテナンスが行き届いていない。 

・公園の遊具が古い、少ない。 

コミュニティ ・自治会が高齢化している。 

外国人 ・外国人に対する不満や不安（マナー、ごみ出し、治安）。 

防災防犯 
・自然災害に強いところだと思い住んでいる。 

・街灯が少なく女性や子どもが安心して歩けない。 

  

所有もしくは契約している

84.1%

駐車場はない

12.0%

無回答

3.9%

（回答者 2,080 人） 

図 2-38 自動車所有者の駐車場の状況 
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（2） 子育て世代、外国人への聞き取り調査（おでかけワークショップ） 

 子育て世代や外国人の方々を対象に、「菱野団地のイメージ」について聞き取りを行った。 

調査対象 児童や園児をもつ子育て世代の方々 

調査方法 
設問を記載したパネルを設置し、

シールアンケート形式で行った。 

パネルと同じ設問を記載したアン

ケートを配布し、回収した。 

場 所 萩山小学校 原山保育園 

時 期 
2018 年 6 月 4 日 

（授業参観日） 

2018 年 6 月 8 日 

（保育参観日） 

回答者数 

45 人 

日本人 34 人 

外国人 11 人 

61 人 

日本人 23 人 

団地外の日本人 30 人 

外国人 8 人 

 

① 団地内の子育て世代（外国人）が感じていること 

● 全回答者が「子育てがしやすい」、「通勤・通学・通園しやすい」と評価している。 

● 次いで、約９割の回答者が「買い物がしやすい」、「自然が豊か」と評価している。 

● 5 割以上の回答者が「駐車場が利用しにくい」と評価している。 

● 次いで、「バス・電車が利用しにくい」と回答している人が多い。 

 

【団地内の外国人（回答者のべ 19 人）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

100%

100%

95%

94%

88%

88%

81%

78%

68%

47%

6%

6%

6%

5%

5%

6%

6%

6%

13%

22%

26%

53%

子育てがしやすい

通勤・通学・通園しやすい

買い物がしやすい

自然が豊か

安心して暮らせる（治安・災害・交通安全）

教育環境がよい

町内会や子ども会が活発

病院や福祉サービスが充実している

バス・電車が利用しやすい

駐車場が利用しやすい

はい どちらでもない いいえ

はい いいえ

図 2-39 菱野団地に対するイメージ調査結果（団地内の外国人） 
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10%

27%

33%

43%

48%

59%

63%

62%

73%

87%

3%

3%

90%

73%

67%

57%

52%

41%

37%

34%

23%

13%

駐車場が利用しやすい

バス・電車が利用しやすい

病院や福祉サービスが充実している

買い物がしやすい

安心して暮らせる（治安・災害・交通安全）

町内会や子ども会が活発

子育てがしやすい

通勤・通学・通園しやすい

教育環境がよい

自然が豊か

はい どちらでもない いいえ

はい いいえ

85%

84%

74%

71%

56%

45%

42%

41%

30%

28%

4%

4%

2%

15%

4%

2%

2%

2%

4%

4%

11%

13%

25%

15%

40%

53%

56%

57%

66%

68%

通勤・通学・通園しやすい

自然が豊か

教育環境がよい

子育てがしやすい

安心して暮らせる（治安・災害・交通安全）

病院や福祉サービスが充実している

買い物がしやすい

バス・電車が利用しやすい

駐車場が利用しやすい

町内会や子ども会が活発

はい どちらでもない いいえ

はい いいえ

② 団地内の子育て世代（日本人）が感じていること 

● ８割以上の回答者が「通勤・通学・通園しやすい」、「自然が豊か」と評価している。 

● 次いで、７割以上の回答者が「教育環境がよい」、「子育てがしやすい」と評価してい

る。 

● ６割以上の回答者が「町内会や子ども会が活発」、「駐車場が利用しやすい」に対して

「いいえ」と答えている。 

● 次いで、「バス・電車が利用しにくい」と回答している人が多い。 

 

【団地内の日本人（回答者のべ 57 人）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 団地外の子育て世代（日本人）が感じていること 

● ８割以上の回答者が「自然が豊か」と評価している。 

● 次いで、6 割以上の回答者が「教育環境がよい」、「通勤・通学・通園しやすい」、「子

育てがしやすい」と評価している。 

● 約９割の回答者が「駐車場が利用しにくい」と評価している。 

● 次いで、「バス・電車が利用しやすい」、「病院や福祉サービスが充実している」に対し

て「いいえ」と回答している人が多い。 

 

【団地外の日本人（回答者のべ 30 人）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-40 菱野団地に対するイメージ調査結果（団地内の日本人） 

図 2-41 菱野団地に対するイメージ調査結果（団地外の日本人） 
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（3） 住宅購入希望世帯へのインターネットアンケート調査 

 東海地方（愛知・岐阜・三重・静岡県）在住で引っ越しを考えている 20～40 歳代の住宅

購入希望世帯を対象に、新たな住環境に求めているものは何かを明確にするために、イン

ターネットを利用したアンケート調査を実施した。 

・調査対象：東海地方在住で引っ越しを考えている 20～40 歳代の住宅購入希望世帯  

・調査方法：インターネットアンケート会社の提供しているアンケート調査サービスを 

用いて調査を実施 

・調査期間：2018 年（平成 30 年）8 月 13 日～8 月 16 日 

・回答者数：103 人 
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「団地の満足度」満足+まあ満足
差

図 2-42 「新たな住環境に求める項目」と「団地の満足度」の比較 

※ 菱野団地にお住まいの方へのアンケート調査のうち、菱野団地の満足度に 

対する 20～40 歳代の回答者の結果と比較した。 
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① 菱野団地の「弱み」 

 新たな住環境に求められる重要度と、実際にお住まいの方の満足度との差が大きい項目

として、「住宅周辺に、スーパーや飲食店がある」、「自宅から職場や学校などへ行きや

すい」、「自宅もしくは近所に十分な台数の駐車場がある」、「治安が良く、女性や子ども

でも安心して歩ける」などが挙げられる。 

 

② 菱野団地の「強み」 

 新たな住環境に求められる重要度と、実際にお住まいの方の満足度との差が小さい項目

として、「自然豊かである」、「近所づきあいが良い」などが挙げられる。 

 新たな住環境に求められる重要度が比較的高い項目で、実際にお住まいの方の満足との

差が小さい項目として、「子育て環境が良い（幼稚園・保育園・託児施設など）」が挙げ

られる。 
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 課題の整理 

菱野団地の現状や住民ワークショップ、住民意向調査などの結果から、菱野団地の課題

を 11 のカテゴリーに分けて整理した。 

 

課 題 調査結果（団地の現況、住民の意識等） 出典 

（１） 

人 

口 

①人口規模としてどのよう

な水準を目指すか 

1970 年(昭和 45 年)の入居開始から半世

紀近くが経過 
－ 

計画人口 30,000 人 － 

1984 年(昭和 59 年)の 21,746 人をピーク

に人口が減少し、2015 年(平成 27 年)では

13,113 人となっている 

－ 

②若い世代の居住をいかに

誘導するか 
高齢化率は 2015 年(平成 27 年)で 36.9％ － 

③居住地としてのブランド

イメージをいかに再生す

るか 

40 歳未満の方の 42.9％が将来は団地外へ

転居しようと考えている 
Ｂ 

④地域全体の魅力をいかに

高め発信するか 

住みやすさの発信をして、地域の魅力を高

めるべき 
Ａ 

（２） 

住 

宅 

①中古戸建住宅の流通促進

をいかに図るか 

菱野団地全体では 60 歳以上の人口が多

く、戸建住宅では特に多くなっている 
－ 

転居を考えている方の 18.8％が住宅の古

さを理由に挙げている 
Ｂ 

空き家が目立つ Ｂ 

空き家対策の施策が見えない Ｂ 

②老朽化しつつある共同住

宅をいかに活用・再生す

るか 

県営住宅の老朽化が気がかり Ｂ 

凡例：（－）統計資料等、（Ａ）住民ワークショップ、（Ｂ）菱野団地にお住まいの方へのア

ンケート調査、（Ｃ）子育て世代、外国人への聞き取り調査（おでかけワークショップ）  
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課 題 調査結果（団地の現況、住民の意識等） 出典 

（３） 

商 

業 

①生活利便施設の立地をい

かに促進するか 

菱野台の大型スーパー（ピーコック、松坂屋

ストア）が 2014 年（平成 26 年）に閉店し

ている。また、菱野団地商店街にも空き店舗

が存在している 

－ 

転居を考えている方の 20.0％が買い物の不

便さを理由に挙げている 
Ｂ 

回答者の 5 割以上が「買い物のしやすさ」に

不満 
Ｂ 

子育て世代(日本人)の過半数が「買い物がし

にくい」と考えている 
Ｃ 

②センター地区の魅力の向

上をいかに図るか 

回答者の 41.9％が年数回以下しか菱野団地

商店街を利用しない 
Ｂ 

松坂屋ストア跡地：階段があり入店しづら

く、センターエリアのバリフリー化を進め

てほしい 

Ｂ 

公衆トイレがない Ｂ 

（４） 

公 

共 

・ 

公 

益 

施 

設 

①福祉・医療施設をいかに

適正に立地させるか 

子育て世代(日本人)の過半数が「病院や福祉

サービスが不十分」と考えている 
Ｃ 

回答者の４割以上が「医療施設の利用のし

やすさ」に不満 
Ｂ 

②既存の公共施設の機能向

上をいかに図るか 

公民館、交流館の活動をもっと活発にした

い 
Ｂ 

（５） 

子 

育 

て 

①子育て世代のニーズにあ

う施設をいかに立地させ

るか 

小学校を選べるようにするか、統合してほ

しい 
Ｂ 

②子どもの遊び場をどうつ

くるか 

学校以外に集まる場所が少ない Ｂ 

子どもたちが遊べる場をもっと遊びやすく Ａ 

③子育て世代の教育・子育

て支援へのニーズにいか

に応えるか 

団地内外の保護者が集まれる場所、過ごせ

る場所が少ない 
Ａ 

凡例：（－）統計資料等、（Ａ）住民ワークショップ、（Ｂ）菱野団地にお住まいの方へのアン

ケート調査、（Ｃ）子育て世代、外国人への聞き取り調査（おでかけワークショップ）  
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課 題 調査結果（団地の現況、住民の意識等） 出典 

（６） 

高 

齢 

者 

①高齢世代の安全・安心をい

かに高めるか 

菱野団地全体では 60 歳以上の人口が多

く、戸建住宅では特に多くなっている 
－ 

65 歳以上の回答者の約 2 割が一人暮らし Ｂ 

②高齢者の居場所、活躍の場

所をどうつくるか 

65 歳以上の回答者の 55.6％は自宅にいる

ことが多い 
Ｂ 

知恵を活かせる高齢者が大勢いる Ａ 

（７） 

交 

通 

①駐車施設の適正配置をどう

進めるか 

回答者の約 4 割が「団地内の駐車場の利

用のしやすさ」に不満 
Ｂ 

自動車を所有しているが駐車場を持って

いない人が 12.0％ 
Ｂ 

回答者の過半数が「駐車場が利用しづら

い」と考えている 
Ｃ 

②交通面の安全性をどのよう

に向上するか 

路上駐車が多く見通しが悪い Ｂ 

40 歳未満の方の 4 割以上が「交通の安全

性」に不満 
Ｂ 

③歩いて暮らせるまちをいか

に実現するか 

地域全体のバリアフリー化を進めてほし

い 
Ｂ 

歩道が少ない、狭い Ｂ 

④菱野団地内のバス等の交通

環境をいかに維持・向上す

るか 

転居を考えている方の 20.8％が公共交通

の利便性を理由に挙げている 
Ｂ 

回答者の 4 割以上が「バス・電車の利用の

しやすさ」に不満 
Ｂ 

回答者の 63.6％が年数回以下しか名鉄バ

スを利用しない 
Ｂ 

最寄りのバス停まで徒歩で 10 分以上かか

る人が 19.3％ 
Ｂ 

子育て世代(日本人)の過半数が「バス・電

車が利用しづらい」と考えている 
Ｃ 

⑤公共交通空白地域をいかに

サポートするか 

菱野団地住民バス利用者の 50.3％が買い

物、23.5％が通院・デイケア、21.6％が役

所や銀行などへの用事に利用 

Ｂ 

凡例：（－）統計資料等、（Ａ）住民ワークショップ、（Ｂ）菱野団地にお住まいの方へのアン

ケート調査、（Ｃ）子育て世代、外国人への聞き取り調査（おでかけワークショップ）  
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課 題 調査結果（団地の現況、住民の意識等） 出典 

（８） 

社 

会 

基 

盤 

①ストックを資産としてい

かに次世代につなげるか 

回答者の 8 割以上が「自然が豊か」と考えて

いる 
Ｃ 

②老朽化しつつある公共イ

ンフラの更新をいかに効

率的に行うか 

道路インフラ、公園のメンテナンスが行き届

いていない 
Ｂ 

公園の遊具が古い、少ない Ｂ 

外周の林、斜面のメンテナンスに不安がある Ａ 

③道路や公園のスペースの

有効利用をいかに図るか 

40 歳未満の方の 4 割以上が「公園・広場の

利用のしやすさ」に不満 
Ｂ 

（９） 

コ 

ミ 

ュ 

ニ 

テ 

ィ 

①住民組織の活動や連携を

いかに強化するか 

自治会が高齢化している Ｂ 

団地内の日本人の 68％が「町内会や子ども

会が活発でない」と考えている 
Ｃ 

三台で協力する体制がない Ａ 

②単身者の孤立をどう防ぐ

か 

回答者の 32.2％が週２回以下しか外出しな

い 
Ｂ 

（10） 

外 

国 

人 

①多文化の共生をいかに図

るか 

外国人に対する不満や不安（マナー、ごみ出

し、治安） 
Ｂ 

②外国人への教育や生活等

の支援をいかに行うか 
外国人保護者の孤立 Ａ 

（11） 

防 

災 

防 

犯 

①菱野団地の災害に対する

安全性をいかに高め・ア

ピールするか 

自然災害に強いところだと思い住んでいる Ｂ 

②菱野団地の治安の良さを

いかに高め・アピールす

るか 

街灯が少なく女性や子どもが安心して歩け

ない 
Ｂ 

40 歳未満の方の 4 割以上が「治安のよさ」

に不満 
Ｂ 

凡例：（－）統計資料等、（Ａ）住民ワークショップ、（Ｂ）菱野団地にお住まいの方へのアン

ケート調査、（Ｃ）子育て世代、外国人への聞き取り調査（おでかけワークショップ）  
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第3章 再生の基本的な考え方 

 菱野団地の現状及び課題を踏まえ、菱野団地再生計画の基本的な考え方について、再生の

理念と５つの基本方針及び 20 の取組方針を定めます。 

 再生の理念 

みんなでつくる、住みよいまち 菱野団地  

菱野団地の住民が一つにまとまり、事業者、企業や行政等との協働で、菱野団地の魅力を

高めるあらたなまちづくりに取り組み、誰もが住み続けたい・住みたくなる快適なまちを

目指します。 

 

 再生の基本方針 

（1） センター地区を活用した交流拠点づくり 

センター地区は、菱野団地におけるコミュニティの中核を担う地域です。しかし、現在

は活力が低下しており、団地の活気を損なう原因のひとつとなっているため、センター

地区へのアクセス強化を図り、賑わいを創出することが重要です。 

 

（2） 安全・安心に暮らせる環境づくり 

交通安全・防犯・防災等に配慮した環境づくりを進め、安全・安心に暮らせる団地を目

指します。また、豊かな自然の保全・活用を図る必要があります。 

 

（3） 若い世代に住みたいと選ばれる団地づくり 

若い世代、特に子育て世代が定住できるように、商業・医療・教育等のサービス水準を

向上させ、現在の生活様式に合った地域に再生する必要があります。また、若い世代に居

住地として選ばれるよう、近郊の大学等と連携した菱野団地の魅力のブランド化に取り

組むことが重要です。 

 

（4） 高齢者がいきいきと暮らせるまちづくり 

現在の居住者は高齢者の割合が高いことから、高齢になっても安心して生活できる交

通環境等の整備や、生きがいや健康づくりにつながる活動を推進する必要があります。 

 

（5） 多文化共生の地域づくり 

菱野団地には外国籍の方も多いことから、多様な文化的背景を持った外国人居住者と

日本人居住者がお互いを理解し、相互にその能力を活かして支えあえる関係を築く必要

があります。 
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 再生に向けた２０の取組方針 

再生の理念及び 5 つの基本方針に基づく 20 の取組方針を定めます。 

 

基本方針(１)：センター地区を活用した交流拠点づくり 

取組方針１：空き店舗等の既存ストックを生かし、「学び・遊び・語り合い」など多様な 

      活動ができる場所の創出を図ります。 

取組方針２：中央広場を誰もが気持ちよく利用できるよう、バリアフリー化などの環境整備を 

推進します。 

取組方針３：住民・事業者・地権者等が主体となって、地域経営（エリアマネジメント）を 

積極的に行い、地域価値の向上を図ります。 

取組方針４：三台が共同で開催するイベントやまちづくり活動を企画し、センター地区の賑わ 

いを創出します。 

取組方針５：センター地区における居住機能や商業機能の再配置を検討し、センター機能の強 

化やアクセスの改善を図ります。 

 

 

基本方針(２)：安全・安心に暮らせる環境づくり 

取組方針６：道路や宅地の状況を考慮し、外周道路や主要道路の駐車環境の改善を図ります。 

取組方針７：既存駐車場の利用状況を勘案し、駐車場の利用ルールづくりを推進します。 

取組方針８：誰もが安全に移動できるよう、回廊式の歩道橋などの整備・修繕を進めます。 

取組方針９：夜間における歩行者の安全確保や地域の防犯性向上を図るため、防犯灯や防犯  

カメラなどの施設整備を進めます。 

取組方針１０：緑豊かな環境を維持するため、緑地の適正な保全・活用や、良好な景観づくり

を推進します。 

 

 

 

 

基本方針(３)：若い世代に住みたいと選ばれる団地づくり 

取組方針１１：恵まれた子育て環境、豊かな自然など、菱野団地のメリットを団地の外へ PR

し、子育て世代の転入を促進します。 

取組方針１２：子育て支援の充実や教育環境の改善を図り、心安らぐ場所づくりを推進します。 

取組方針１３：子どもが安心してのびのびと学び、遊ぶことができるよう、都市施設の再整備

を進めます。 

取組方針１４：空き家となった戸建て住宅のリノベーションなどを行い、居住環境の更新を図

ります。 

取組方針１５：共同住宅の戸数の見直しを図り、土地や建物を有効に活用します。 

 

基本方針(４)：高齢者がいきいきと暮らせるまちづくり 

取組方針１６：高齢者が気軽に集うことのできる居場所をつくるなど、福祉サービスの充実を

図ります。 

取組方針１７：基幹バスやタクシー等の利便性向上を図るため、住民・交通事業者・行政が協

働して公共交通の維持・活性化を図ります。 

取組方針１８：既存交通と連携し、住民バスのサービス向上を図りながら、高齢者をはじめと

する交通弱者の移動手段の確保を図ります。 

 

基本方針(５)：多文化共生の地域づくり 

取組方針１９：子どものいる外国人の保護者が悩みごとを相談しやすい窓口を設けるなど、支

援体制の構築を図ります。 

取組方針２０：外国人居住者などとの多文化共生を推進するため、グローバルリーダーの発掘

と育成を進めます。 
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 菱野団地の再生イメージ 
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空白ページ 
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第4章 再生計画の具体化に向けて 

 

 推進体制 

再生計画の実現に向けて、推進体制を構築するとともに、幅広い多様な主体がそれぞれの役割を担い、関

係者間との連携を図りながら進めていきます。 

 

 ⑴ 菱野団地再生計画推進協議会 

菱野団地再生計画に位置付けた取組みを推進するため、菱野団地再生計画策定検討委員会の活動を継

承し、住民代表・NPO 法人・市民団体・学識経験者・民間企業・行政等、さまざまな主体で組織する「菱

野団地再生計画推進協議会（以下、「再生協議会」という。）」を設立します。 

再生協議会は、PDCA サイクルに基づき、取組みの実施状況や目標達成状況について評価・検証する

とともに、社会情勢や住民ニーズの変化を把握し、計画の見直しを適切に行います。 

 

 ⑵ エリアマネジメント団体 

これまでに実施した住民ワークショップの体制や成果を活かし、事業者や行政等と連携して地域課題

の解決に取組むため、自治会や地域力向上協議会などの住民をはじめ、NPO 法人・市民団体や大学・学

生、外国人等の幅広い多様な主体からなる「エリアマネジメントの準備会（任意団体）」を立ち上げます。 

なお、収益事業や地域経営等による持続可能な取組みを実施するため、「エリアマネジメントの準備

会」から NPO 等の法人格を有する「エリアマネジメント団体」の設立を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

菱野団地再生計画の実現 

住民 
自治会・地域力 

向上協議会 
大学・学生 

外国人 
NPO 法人・ 

市民団体 

エリアマネジメント団体（準備会） 

など 

瀬戸市 

愛知県 

愛知県住宅 

供給公社 

事業者・ 

民間企業 

商店街 

住民代表 
NPO 法人・ 

市民団体 
学識経験者 

民間企業 行政 

菱野団地再生計画推進協議会 

など 

図 4-1 推進体制のイメージ 

菱野団地再生計画推進協議会における計画の見直し 

取組みや目標達成状況等の検証・評価 

＋ 

社会情勢や住民ニーズの変化の把握 

（Ｃｈｅｃｋ） 

取組みの実施 

（Ｄｏ） 

改善  

（Ａｃｔｉｏｎ） 

 

計画の見直し 

（Ｐｌａｎ） 

 

図 4-2 PDCA サイクルに基づく計画の見直しイメージ 
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 再生に向けた先行プロジェクト 

再生に向けた３カ年の短期計画として、先行する具体的なプロジェクトを以下に示します。 
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空白ページ 
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先行プロジェクトの取組内容 

（1）センター地区整備プロジェクト 

○A  活動拠点の整備 

菱野団地センター地区の空き店舗等の既存ストックを活用し、地域課題の解決や地域経

営等を行うエリアマネジメント団体の活動拠点を整備します。 

また、活動拠点には、子どもから高齢者や外国人までの多様な人々が、学んだり、遊んだ

り、語り合うことができる交流スペース等を整備し、エリアマネジメント団体プロジェクト

の取組みの場として活用します。 

（取組み例） 

・ エリアマネジメント団体の活動拠点（事務局機能）の整備 

・ 誰もが利用できる多目的トイレの整備 

・ コミュニティカフェスペースの整備 

・ キッズスペースや室内遊具の整備 

菱野第 3 住宅空き店舗を活用した住民ワークショップの活動拠点の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グルッポふじとう（春日井市）「コミュニティカフェ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出展：春日井市 高蔵寺まなびと交流センター） 
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○B  中央広場の改修 

菱野団地中央広場に集まる人々が休憩したり、語り合うことができる環境を整備します。

また、子どもからお年寄りまでの多世代が交流できる空間を設けるとともに、バリアフリー

に配慮した誰もが利用しやすく、利用したくなる中央広場への改修を進めます。 

なお、改修にあたっては住民ワークショップで取り組んだように、住民と大学・学生等と

の協働による取組みを進めます。 

（取組み例） 

・ パーゴラやベンチなどの改修 

・ 市民農園や芝生広場の整備 

・ イベントスペースの整備 

・ 住民バスのバス停留所の整備 

・ 広場のバリアフリー化 

住民ワークショップメンバーや愛知県立芸術大学等 

との協働でのパーゴラやベンチ等の一部改修 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホシノタニ団地（座間市）「テラス・農園・芝生広場等」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事業主:小田急電鉄株式会社 提供:ブルースタジオ 写真:高岡弘） 
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○C  効率的な駐車場の活用 

センター地区における既存駐車場の駐車需要の把握を行い、民間活力を活かしたコイン

パーキング等の導入により、効率的な駐車場の活用を推進します。 

（取組み例） 

・ 菱野センター第１駐車場の活用 

菱野団地住民バス駐車場としての活用 

 

 

三井のリパーク（名古屋市）「環境配慮や災害支援等に対応した駐車場」 

 

 

 

 

 

（出展：三井不動産リアルティ株式会社） 
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（取組み例（再掲）） 

○Ａ  活動拠点の整備 

・エリアマネジメント団体の活動拠点の整備 

・誰もが利用できる多目的トイレの整備 

・コミュニティカフェスペースの整備 

・キッズスペースや室内遊具の整備 

○Ｂ  中央広場の改修 

・パーゴラやベンチなどの改修 

・市民農園や芝生広場の整備 

・イベントスペースの整備 

・住民バスのバス停留所の整備 

・広場のバリアフリー化 

○Ｃ  効率的な駐車場の活用 

・菱野センター第１駐車場の活用 

 

 

 

（1）センター地区整備プロジェクトのイメージ 
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（２）エリアマネジメント団体プロジェクト 

これまでに実施した住民ワークショップの体制や成果を活かし、事業者や行政等と連携して

地域課題の解決に取り組むとともに、地域の資産や価値を高めるため、自治会や地域力向上協

議会などの住民をはじめ、大学・学生や外国人等の幅広い多様な主体からなる「エリアマネジ

メントの準備会」（任意団体）を立ち上げます。 

さらに、収益事業や地域経営等による持続可能な取組みを実施するため、ＮＰＯ等の法人格

を有する「エリアマネジメント団体」の設立を目指します。 

○D  エリアマネジメント団体の設立 

（取組み例） 

・ エリアマネジメントの準備会（任意団体）の立ち上げ 

・ ＮＰＯ等の法人格を有するエリアマネジメント団体の設立 

○D  収益事業の実施 

（取組み例） 

・ 公共施設や公共空間の管理、運営の受託 

・ 買い物や配食等の生活支援サービスの提供 

・ 交流スペースやイベントの運営 

・ 住民ニーズに応じたコミュニティビジネスの実施 

○D  エリア再生マネージャーの派遣 

（取組み例） 

・ 知識、ノウハウを有するエリア再生マネージャーの招聘 

 

 

エリアマネジメント団体（準備会）と取組みのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菱野団地再生計画の実現 

瀬戸市 

愛知県 

愛知県住宅 
供給公社 

事業者・ 
民間企業 

商店街 

住民 
自治会・地域力

向上協議会 大学・学生 

外国人 NPO 法人 
市民団体 

エリアマネジメント団体（準備会） 

など 

幅広い多様な主体による連携した取組みの実施 
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錦二丁目・長者町地区のまちづくりの事例（名古屋市） 

 

名古屋市錦二丁目・長者町地区では、2018 年 3 月に町内会やまちづくり協議会、協同組

合（地域の企業からなる団体）が主体となって「錦二丁目エリアマネジメント株式会社」を

設立しました。 

これまでに地域主体でまちづくりの構想づくりをしながら、イベントの実施や歩道空間

を広げる社会実験等の多様な実践活動が行われてきました。新しい状況のもとで、これから

も様々な人と連携しながら、思考と試行を重ね、アイデアをビジネスに結び、利益をまちの

事業に還元する企業として、まちの運営をお手伝いするエリアマネジメント会社です。 

エリアマネジメント株式会社と関係団体の体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリアマネジメント株式会社の主な事業  

７番街区再開発地区におけるまちの拠点運営 

コミュニティの場づくりとその運営によりひとやまちをつなぎます 

公共空間の活用と維持管理 

 道路をはじめとした公共空間を活かしまちの賑わいを生み出します 

既存空間のリノベーション支援事業 

 暮らしやアート、しごと作りを含む古いビルの活用をお手伝いします 

コミュニティ支援事業 

 町内会や組合と協力し、安全で経済的なまちのコミュニティを支えます 

取組み事例 

 

 

 

 

 

 

 

協力 

（出展：錦二丁目エリアマネジメント株式会社資料） 

行政 

大学 
住民 

連携 

一般社団法人錦二丁目まち発展機構 

町内会 

長者町協同組合 

錦二丁目 7 番街区市街地再開発組合 

錦二丁目エリアマネジメント株式会社 

ビルオーナー 

企業 

錦二丁目まちづくり協議会 

公開空地でのベンチの設置と
維持管理(2017) 

歩道空間を広げる社会実験 
(2014) 

イベント(ゑびす祭り＋あい
ちトリエンナーレ) 
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○E  センター地区賑わい創出事業 

三台が一体となってセンター地区での賑わいを創出するため、エリアマネジメント団体が

主体となり、商店街や事業者等との協働による多世代が交流できるイベントや空き店舗を活

用した催しなどを計画・実施します。 

（取組み例） 

・ 菱野団地わいわいフェスティバルの開催 

・ マルシェやフリーマーケット等の定期的な開催 

・ 市民農園等の設置・運営や収穫祭の開催 

・ ミニ映画上映会の実施 

   菱野団地わいわいフェスティバルの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＵＲ 日の里団地（宗像市）「団地の農場 日の里ファーム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提供：UR 都市機構九州支社） 
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高蔵寺ニュータウン（春日井市）「押沢台ぶらぶらまつり」 

 

春日井市押沢台北町内会が実施するまちづくりの取組み 

それぞれの家が一日だけカフェやギャラリーやお店屋さんになってみんなで町中を

ブラブラするおまつり。その日は町並が華やぎ、町が少しだけにぎやかになります。

そして、町のそこかしこにステキな出会いと楽しいひと時が生まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出展：第 3 回「住宅団地再生」連絡会議資料） 
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○F  ICT を活用したプロモーション 

子育て世代の転入をはじめとする定住や交流を促進するため、充実した子育て環境や豊か

な自然環境などの菱野団地の魅力やまちづくりの取組みについて、SNS（ソーシャルネット

ワーキングサービス）などの活用によるプロモーションを行います。 

また、健康づくりや子育て、防犯等のさまざまな分野において、住民の生活利便性の向上

を図るため、人・モノのつながりの拡充を可能とする ICT（情報通信技術）を活用した取組

みを展開します。 

（取組み例） 

・ SNS やホームページなどによる魅力発信 

・ 健康増進、外出支援、見守り、子育て支援等をサポートする ICT を活用した仕組み 

づくり 

 

 

菱野団地再生に向けた ICT 活用の提案 

  

 

  

 

 

 

（出展：西日本電信電話株式会社） 
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○G  親と子どもの居場所づくり 

子育て世代が安心して子育てでき、子どもや若者が健やかに育つ環境を構築するため、新

たに整備する活動拠点や空き店舗などを活用して、親や地域で活躍する高齢者（アクティブ

シニア層）等による子育てを支援する環境づくりを進めます。 

また、子育て支援の充実を図るとともに子どもにとってより良い遊び場や子どもや若者に

とって居心地の良い場所を確保し、子どもと親がお互いに安心して笑顔で生活できる地域づ

くりを進めます。 

（取組み例） 

・ 育児サロンや地域子育てサロンの充実 

・ モアスクールや放課後児童クラブの充実 

・ 子育てに関する地域相談窓口の設置 

・ 子ども食堂の開催 

・ 子どもや若者が気軽に立ち寄れる居場所づくり 

八幡保育園での地域子育てサロンの様子 

 

グルッポふじとう（春日井市）「子どもの部屋」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出展：春日井市 高蔵寺まなびと交流センター） 



 

66 

 

○H  高齢者の居場所づくり 

既存の NPO 法人や新たなエリアマネジメント団体による高齢者向けサロンの運営等、  

センター地区などで高齢者がいきいきと暮らせる居場所づくりを進め、福祉サービスの充実

を図ります。 

また、地域で活躍する高齢者（アクティブシニア層）等の活躍の場を提供することで、地

域全体でお互いに支え合う仕組みづくりに取組みます。 

（取組み例） 

・ 健康講座や介護予防教室等の開催 

・ いきいきサロンやふれあい会食の実施 

・ 子どもや若者との交流会の開催 

・ 囲碁や将棋等を行う交流空間づくり 

・ 移動販売車等の買い物支援 

名古屋学院大学の指導による健康教室の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉等の相談窓口コーナーの設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出展：ソーネおおぞね（NPO 法人わっぱの会）） 
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○Ｉ  外国人の相談窓口の設置 

多様な文化や生活の違いを認め合い、対等な関係を築こうとしながら共に生活できるよう

な地域づくりを推進するため、子どもを持つ外国人等の生活支援とコミュニケーション支援

の構築を図ります。 

（取組み例） 

・ 外国語や簡単な日本語で相談できる窓口の設置 

・ 多様な言語、媒体による生活情報の提供 

・ 地域での日本語教室の充実 

・ 外国人の子育てサロン 

・ コミュニケーションを支える携帯アプリ等のツールの充実 

NPO によるこども日本語教室（原山台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語教室の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提供：群馬県大泉町役場） 
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（３）住民バスプロジェクト 

センター地区付近への買い物や通院・通所等への団地内の生活交通を確保するとともに、

団地外との交流を促進するため、名鉄バスやタクシー等の既存交通と連携して、住民バスの

サービス向上を図ります。また、センター地区整備プロジェクトやエリアマネジメント団体

プロジェクト等のまちづくりと連携した交通ネットワークを構築します。 

持続可能な住民バスの運行に向けて、自家用有償旅客運送への移行を目指します。 

○Ｊ  運営体制の構築 

（取組み例） 

・ NPO 法人化による運営体制の強化 

・ 有償ボランティア運転手等の担い手の確保 

○Ｊ  自家用有償旅客運送への移行 

（取組み例） 

・ 民間企業等からの広告収入や協賛金の募集 

・ 年間パスポート等による受益者負担の仕組みづくり 

・ 利用者ニーズに応じた運行内容の改善 

菱野団地わいわいフェスティバルでの特別運行 
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（４）空き家利活用プロジェクト 

空き家等の存在や実態を把握し、所有者の協力のもと、地域資源として利活用することで

居住環境の向上を図ります。 

また、団地内外からの新たな住民の転入や住み替えを促進するため、瀬戸市空き家情報バ

ンクへの登録や不動産業者の媒介による中古住宅流通の仕組みづくり、居住支援法人等によ

る支援の促進などの新たな居住をもたらす取組みを進めます。 

○Ｋ  空き家実態調査 

（取組み例） 

・ 地域住民による空き家等の実態調査 

・ 空き家等の管理体制の構築 

・ ホッとできる井戸端空間やバス待合空間としての活用 

○Ｋ  空き家情報バンクの活用 

（取組み例） 

・ 空き家情報バンクの充実 

・ 空き家情報の発信や空き家見学会の実施 

・ 不動産業者や居住支援法人との協力体制の構築 

・ 民間活力によるリフォームやリノベーションの促進 

 

空き家を活用したバス待ちサロン（豊田市）「ちょっとよって館」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き家情報バンク

の充実 

空き家見学会 
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（５）県営住宅更新プロジェクト 

○Ｌ  民間活力の導入を含めた計画的な県営住宅の建替、改善 

民間活力の導入を含めた計画的な県営住宅の建替、改善により、住宅戸数の見直しや機能

集約を図ります。なお、建物や土地の集約に伴い生じる空地においては、居住の好循環をも

たらす土地の有効利用を図ります。 

既存県営住宅の耐震性強化や外装の更新、バリアフリー化等の実施により、居住環境の改

善を図ります。 

（取組み例） 

・ PFI や PPP 等の民間活力の導入による建替事業等の実施 

・ 居住の好循環をもたらす土地の有効利用 

・ 耐震性強化の実施 

・ 外装の更新 

・ バリアフリー化の実施 

 

建替が進む原山台の県営住宅 
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PFI 方式による県営住宅の建替事業（愛知県営東浦住宅） 

 

「愛知県営東浦住宅 PFI 方式整備等事業」 

（事業方式） 

PFI 法に基づき、特定事業者が自らの提案を基に施設の設計及び建設を行った後、県

に施設の所有権を移転する方式（BT：Build Transfer）により整備を行う本体事業（特

定事業）と、用地活用企業が民間施設などの整備を行う付帯事業を一体的に実施 

（事業提案の概要） 

  ・県営住宅（280 戸）の整備 

  ・既存県営住宅の解体撤去 

  ・用地活用（付帯事業：保育所、多機能型事業所、戸建住宅、多目的広場の整備） 

県営住宅のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

事業全体の鳥瞰図 

 

 

 

 

 

  

※イメージ図及び鳥瞰図は、事業提案に基づく現時点での 

イメージであり、今後変更される場合があります。 

 

 

 

 

（出展：愛知県建設部建築局公営住宅課） 
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空白ページ 
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 再生に向けた中・長期計画 

 先行プロジェクトをさらに発展させ、中長期的に取り組んでいく内容を以下に示します。 
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空白ページ 
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中・長期計画の取組内容 

① センター地区を活用した交流拠点づくり 

○a  

センター機能の

強化やアクセス

の改善 

・センター地区における民間活力の活用を検討し、空き店舗の活用やアク

セスしやすい環境整備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 安全・安心に暮らせる環境づくり 

○b  

駐車環境の改善 

・センター地区や住宅地周辺の安全・安心な環境を創出するため、路上駐

車対策等を進めながら、不足している駐車場の確保や、カーシェアリン

グの実証実験等を進めます。 

○c  

回廊式の歩道橋

等の整備・修繕 

・センター地区へのアクセスを確保し、安全性・利便性の向上を図るため、

歩道橋等の点検や修繕、段差解消や手すりの設置などのバリアフリー化

を進めます。 

 

 

 

 

 

 

・テナントの誘致 

・アクセスの改善 

・安全に渡れる歩道橋 

・車椅子でも利用しやすい 

駐車スペース 

・不足している駐車場の 

確保 
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○d  

防 犯 灯 等 の 施

設整備 

・住民や来訪者などが安心して生活、交流できるよう、歩道や広場等への防

犯灯や夜間対応機能のある防犯カメラなどの設置を進めます。 

 

 

 

 

 

○e  

緑 地 等 の 環 境

整 備 ・ 活 用 ・ 

景観形成 

・住宅の庭やちびっこ広場等の身近な緑やセンター地区周辺や外周にある

緑について、住民や事業者などとの協働によって維持、活用し、緑豊かな

環境と景観づくりを推進します。 

・豊かな自然を活かした環境教育を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 若い世代に住みたいと選ばれる団地づくり 

○ｆ  

小中一貫教育 

 

適正配置 

 

公園等の改修 

・小中一貫教育の実施や学校の適正配置の検討等により、子どもたちがの

びのびと学ぶことができる環境づくりを進めます。 

・豊かな自然に囲まれた住環境を活かしつつ、子どもたちがボール遊びの

できる公園や広場の改修や、子どもからお年寄りまで多様な世代が交流

できる環境づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

  

・ボール遊びのできる公園 ・小中一貫教育 

・適正配置 

・歩道等の公共区間を照らす 

防犯灯や防犯カメラ 

・ビオトープを使った環境教育 
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④ 高齢者がいきいきと暮らせるまちづくり 

○g  

公共交 通の

維持・活性化 

・通勤、通学や買い物、通院、通所等の日常生活における団地内外への移動を

確保、維持するため、住民のニーズに応じた運行ダイヤ等の見直しを進める

とともに、乗継環境の改善等により、バスやタクシー等の公共交通の利便性

の向上を図ります。 

 

 

⑤ 多文化共生の地域づくり 

○h  

グロー バル

リーダ ーの

発掘と育成 

・外国人居住者の地域参加を促し、地域住民の一員として主体的に活動できる

よう、外国人と日本人の橋渡し役となるようなグローバルリーダーの発掘と

育成を進めます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

・乗り換え利便性の高い乗継拠点 

・外国人が講師のセミナー 
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 目標 

再生に向けた取組の推進により達成を図る目標を以下に示します。 

（1） 成果指標と目標値 

指標 

番号 
分野 成果指標 基準値 

目標値 

(2028 年度) 
目標値の考え方 

① 

人口 

総人口 
13,113 人 

（2015 年） 
12,834 人 

居住の循環を図る施

策を講じ、急激な人口

減少に歯止めをかけ、

第６次瀬戸市総合計

画で目標としている

将来人口と同様の推

移を目指す。 

② 
40 歳未満人口

の割合 

33.5％ 

（2015 年） 
33.5％以上 

若い世代の流入を図

る施策を講じて、人口

構成の世代間バラン

スをとり、現状値以上

を目指す。 

③ 住宅流通 
戸 建 住 宅 の 

空き家率 

2.6％ 

（2015 年度） 
2.6％以下 

戸建空き家の流通促

進により、現状値以下

を目指す。 

④ 交通 
公 共 交 通 の 

人口カバー率 

100％ 

（2018 年度） 
100％ 

現状の人口カバー率

の維持を目指す。 

⑤ 情報発信 

ホームページ

へのアクセス

件数 

2,031 件 

（2017 年） 
10,000 件以上 

専用 SNS の作成等に

より、現状のホームペ

ージアクセス数の約 5

倍の件数を目指す。 

⑥ 住みやすさ 
菱 野 団 地 に 

対する満足度 

3.07 ポイント 

（2017 年度） 

3.07 ポイント

以上 

菱野団地にお住まい

の方へのアンケート

における菱野団地に

対する 18 項目の満足

度の平均値について、

現状の満足度以上を

目指す。 

⑦ 定住意向 居住意向 
56.8％ 

（2017 年度） 
81.7％ 

菱野団地にお住まい

の方へのアンケート

における居住意向に

ついて、第６次瀬戸市

総合計画で目標とし

ている指標値を目指

す。 
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129,046 126,721 126,298 

13,113 12,877 12,834 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

2015年 2026年 2028年

（人）

瀬戸市人口 菱野団地人口

第６次瀬戸市総合
計画推計値 

国勢調査 
実績値 

1.8％減少 

トレンド分析 
推計値 

瀬戸市統計資料 
実績値 

0.3％減少 

0.3％減少 

瀬戸市人口と同率の
変動率で推計した値 

1.8％減少 

トレンド分析 
推計値 

（2） 基準値と目標値の設定根拠 

① 総人口 

居住の循環を図り、第６次瀬戸市総合計画で目標としている将来人口と同様の人口 

推移を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 40 歳未満人口の割合 

40 歳未満人口の割合は、2015 年時点で 33.5％となっている。人口構成の世代間バラ

ンスをとれるよう若い世代の流入を図る施策を講じて、現状値以上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.5%

（4,396人）

33.5%

（4,299人）

66.5%

（8,717人）

66.5%

（8,535人）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2015年 2028年

40歳未満 40歳以上

13,113人 12,834人
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③ 戸建住宅の空き家率 

中古住宅の流通促進を図り、空き家調査結果（2015 年）の空き家率以下を目指す。 

連区 

調査結果（2015 年） 

空き家率の目標値

（2028 年） 
空き家と思われ

る対象建物 
対象建物 

対象建物に対す

る空き家と思わ

れる建物の割合 

原山台 

萩山台 

八幡台 

34 

30 

33 

855 

1,227 

1,653 

3.98％ 

2.44％ 

2.00％ 

― 

― 

― 

合計 97 3,735 2.60％ 2.60％以下 

 

 

④ 公共交通の人口カバー率 

名鉄バス及び住民バスの運行を維持、活性化することにより、100％を維持する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

菱野団地住民バスルート 

名鉄バスルート 

名鉄バス停留所 

公共交通空白地域（鉄道駅から半径 800ｍ、名鉄バス停留所から半径 300ｍの範囲外の地域） 
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⑤ ホームページへのアクセス件数 

専用 SNS 等を用いて、菱野団地のあらたなまちづくりに関する情報を多方面に発信す

ることで、現状のホームページアクセス数の約 5 倍のアクセス数を目指す。 

 

媒体 2017 年 2028 年 

ホームページ 2,031 件 10,000 件 

 

 

⑥ 菱野団地に対する満足度 

生活利便性の向上を図り、菱野団地にお住まいの方へのアンケート（2017 年度）にお

ける菱野団地に対する満足度の平均値（全体）において、現状の満足度以上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育施設(小学校、中学校)の利便性

自家用車での生活のしやすさ

自然環境の良さ

子育て施設(保育園、幼稚園)の利便性

近所付き合い

災害に対する安全性の高さ

教育環境の良さ

町並み、景観の美しさ

治安のよさ

交通の安全性

公園・広場の利用のしやすさ

通勤・通学のしやすさ

町内会や子ども会などの活動状況

介護や福祉サービスの利便性

医療施設の利用のしやすさ

バス・電車の利用のしやすさ

団地内の駐車場の利用のしやすさ

買い物のしやすさ

1 不満← 平均 →満足 5

満足度の平均値不満 やや不満 どちらともいえない まあ満足 満足

3.59

3.56

3.50

3.46

3.30

3.24

3.20

3.15

3.04

3.00

2.98

2.93

2.89

2.85

2.75

2.72

2.70

2.44

3.07 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育施設(小学校、中学校)の利便性

自家用車での生活のしやすさ

自然環境の良さ

子育て施設(保育園、幼稚園)の利便性

近所付き合い

災害に対する安全性の高さ

教育環境の良さ

町並み、景観の美しさ

治安のよさ

交通の安全性

公園・広場の利用のしやすさ

通勤・通学のしやすさ

町内会や子ども会などの活動状況

介護や福祉サービスの利便性

医療施設の利用のしやすさ

バス・電車の利用のしやすさ

団地内の駐車場の利用のしやすさ

買い物のしやすさ

1 不満← 平均 →満足 5

満足度の平均値不満 やや不満 どちらともいえない まあ満足 満足

3.59

3.56

3.50

3.46

3.30

3.24

3.20

3.15

3.04

3.00

2.98

2.93

2.89

2.85

2.75

2.72

2.70

2.44

不満 やや満足 どちらともいえない まあ満足 満足 

－満足度の平均値（項目別） …満足度の平均値（全体） 

（出展：菱野団地にお住まいの方へのアンケート） 
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住みつづけたい

48.8%

今は転居する気はないが、高齢に

なった時などは、商店やバス停に

近い団地の中心地域に移りたい

5.7%

商店やバス停に近い団地

の中心地域に移りたい

2.3%

今は転居する気はないが、高齢になった時

などは、市内の他の地域に移りたい

4.5%

今は転居する気はないが、高齢に

なった時などは、市外に移りたい

8.6%

市内の他の地域に移りたい

3.0%

市外に移りたい

3.8%

転居する予定がある

1.9%

わからない

16.3%

無回答

5.1%

合計 

56.8％ 

⑦ 居住意向 

居住地としての魅力の向上を図り、菱野団地にお住まいの方へのアンケートにおける

居住意向において、第６次瀬戸市総合計画における指標値（基準値）と同様の数値を目指

す。 

 

【菱野団地にお住まいの方の居住意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第６次瀬戸市総合計画における指標値】 

 

 

 

 

※印は、瀬戸市に隣接する県内５市（名古屋市、豊田市、春日井市、

尾張旭市、長久手市）の同様のアンケート調査での平均値です。 

  

指標名 基準値 指標の出所等 

住み続けたいという意向 81.7％（※） 市アンケート調査 

（出典：第６次瀬戸市総合計画） 

（出典：菱野団地にお住まいの方へのアンケート） 
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参考資料 

 

 菱野団地再生計画策定検討委員会 

（1） 設置要綱 

 

菱野団地再生計画策定検討委員会設置要綱 

（目的） 

第１条 菱野団地における福祉、子育て、定住、交通、まちづくり等の分野を横断したハー

ド・ソフト両面の菱野団地再生計画の策定にあたり、必要な事項を検討するものとする。 

 

（設置） 

第２条 前条の目的を達成するにあたり、菱野団地再生計画に関する事項を検討するため、

「菱野団地再生計画策定検討委員会（以下「委員会」という。）」を置く。 

 

（検討事項） 

第３条 委員会は、次に掲げる事項を検討する。 

 (1)菱野団地再生計画の策定に関する事項 

 (2)前号に掲げるもののほか、委員会が必要と認める事項 

 

（組織） 

第４条 委員は、次に掲げるもののうちから市長が委嘱する。 

 (1)学識経験者 

 (2)住民代表 

 (3)ＮＰＯ法人及び市民団体 

 (4)民間企業 

 (5)その他市長が必要と認める者 

 

（任期） 

第５条 委員の任期は、委嘱の日から菱野団地再生計画を策定する日までとする。 

２ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（報償） 

第６条 学識経験者、住民代表、ＮＰＯ法人及び市民団体に対し、委員会開催毎に１回７，

３００円の報償を支払うものとする。 

２ 前項に加え、学識経験者に対し、会議会場までの交通費の全額を報償として支払うもの

とする。 
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（委員長及び副委員長） 

第７条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は委員の互選により選出し、副委員長は委員のうちから委員長が指名する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総括する。 

４ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第８条 委員会は、委員長が招集する。ただし、第１回委員会については市長が招集する。  

２ 委員長は、必要に応じて委員以外の者に、委員会への出席及び資料の提出等を要請する

ことができる。 

３ 委員会の議長は、委員長をもって充てる。 

４ 会議は、原則として公開とする。 

５ 議事内容、経過及び資料を公表することとする。 

 

（部会） 

第９条 委員会は、必要により部会を設けることができる。 

２ 部会に関する必要な事項は、委員長が会議に諮って定める。 

 

（庶務） 

第１０条 委員会の庶務は、都市整備部都市計画課において行う。 

 

（委任） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が定め

るものとする。 

 

附 則 

この要綱は、平成２９年１１月１日から施行する。 
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（2） 委員名簿 

菱野団地再生計画策定検討委員会 委員名簿 （敬称略） 

  所 属 等 氏 名 

1 

学識 
経験者 

南山大学 総合政策学部 教授 石川 良文 

2 名城大学 理工学部 社会基盤デザイン工学科 教授 鈴木  温 

3 名古屋大学 情報学部 情報学研究科 講師 浦田 真由 

4 

住民代表 

八幡台自治会 会長 伊藤  勉 

5 八幡台自治会 副会長 水野 養老 

6 原山台連合自治会 副会長 三浦 政彦 

7 原山台連合自治会 会長 小柳 監一 

8 萩山台連合自治協議会 副会長 平野  茂 

9 萩山台地域力向上委員会 委員長 水野 和正 

10 

NPO 法人 
市民団体 

ＮＰＯ法人瀬戸地域福祉を考える会まごころ 代表理事 大秋 惠子 

11 ＮＰＯ法人エム・トゥ・エム 代表理事 服部 悦子 

12 ＮＰＯ法人ネットワーク・せとっこ 副理事長  西尾 一己 

13 おせっかいプロジェクト 代表  神田すみれ 

14 

民間企業 

菱野団地商店街振興組合 理事長 新井 晴彦 

15 瀬戸信用金庫 総合企画部 地域貢献グループ グループ長 酒向 清治 

16 ＮＴＴ西日本 公共営業部門 公共ＳＩ・推進担当 担当課長 中島 盛治 

17 名鉄バス株式会社 運行部運行課 課長 
吉岡  実 
(近藤 博之) 

 

オブザーバー 

早稲田大学 スマート社会科学技術融合研究機構 井原 雄人 

瀬戸信用金庫 菱野支店 支店長 
宮本 要 

(永井 康之) 

愛知県 建設部 建築局 住宅計画課 課長 
成田 清康 
(山川 博幹) 

愛知県 建設部 建築局 公営住宅課 課長 
久野  明 
(金田 高幸) 

愛知県住宅供給公社 総務企画課 経営企画室 室長 長江 誠司 

 

瀬戸市 
都市整備部（事務局） 

市長直轄組織、地域振興部、健康福祉部 

（   ）は前任者 
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（3） 策定の経緯 

種  別 開催日・場所 内  容 

平

成

29

年

度 

第１回検討委員会 
平成 29 年 11 月 14 日 

八幡公民館 

・委員委嘱 

・菱野団地再生計画の策定について 

・全体計画の検討 

・住民意向調査の検討 

・住民ワークショップ（作業部会）の検討 

第２回検討委員会 
平成 30 年２月 20 日 

八幡公民館 

・住民意向調査の結果報告 

・第１回住民ワークショップの結果報告 

・今後の進め方の検討 

平

成

30

年

度 

第３回検討委員会 
平成 30 年７月３日 

原山公民館 

・菱野団地再生に向けた ICT 活用（案）に

ついての提案（NTT 西日本 公共営業部

門 中島委員） 

・第２回住民ワークショップの結果報告 

・地域課題の整理 

第４回検討委員会 
平成 30 年９月 25 日 

八幡公民館 

・第３回住民ワークショップの結果報告 

・菱野団地再生に向けた提案（名城大学 

鈴木温研究室） 

・住民意向調査の結果報告 

・取組み事例の紹介 

・菱野団地再生方針の検討 

第５回検討委員会 
平成 30 年 11 月６日 

原山公民館 

・第４回住民ワークショップの結果報告 

・住民意向調査の追加報告 

・菱野団地再生方針の検討 

・先行プロジェクトの検討 

・中・長期計画の検討 

第６回検討委員会 
平成 31 年１月 29 日 

八幡公民館 
・菱野団地再生計画（案）の検討 

パブリックコメント 
平成 31 年 2 月 8 日～ 

平成 31 年 3 月 8 日 

・公共施設窓口、菱野団地内各公民館及び集

会所での計画案閲覧 

・ホームページによる計画案縦覧 

・意見書の提出 

策定・公表 平成 31 年 3 月 29 日 ・菱野団地再生計画 策定・公表 
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 菱野団地再生に向けた提案 

（名城大学 理工学部 社会基盤デザイン工学科 鈴木温研究室） 
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 かわら版 

【かわら版第１号】（2018 年 4 月発行） 
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【かわら版第２号】（2018 年 10 月発行） 
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【かわら版第３号】（2019 年２月発行）  
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 課題に対する再生の基本方針の関連表 

 

  

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

(1
)

(2
)

(1
)

(2
)

(1
)

(2
)

(1
)

(2
)

(3
)

(1
)

(2
)

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

(5
)

(1
)

(2
)

(3
)

(1
)

(2
)

(1
)

(2
)

(1
)

(2
)

①
セ
ン
タ
ー
地
区
を
活
用
し
た

交
流
拠
点
づ
く
り

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

②
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

③
若
い
世
代
に
住
み
た
い
と
選
ば
れ
る

団
地
づ
く
り

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

④
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

○
○

○
○

⑤
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

○
○外 国 人 へ の 教 育 や 生 活 等 の 支 援 を い か に 行 う か

菱 野 団 地 の 災 害 に 対 す る 安 全 性 を い か に 高 め ・ ア ピ ー ル す る か

菱 野 団 地 の 治 安 の 良 さ を い か に 高 め ・ ア ピ ー ル す る か

住 民 組 織 の 活 動 や 連 携 を い か に 強 化 す る か

再
生
の
基
本
方
針

単 身 者 の 孤 立 を ど う 防 ぐ か

多 文 化 の 共 生 を い か に 図 る か

交 通 空 白 地 域 を い か に サ ポ ー ト す る か

ス ト ッ ク を 資 産 と し て い か に 次 世 代 に つ な げ る か

老 朽 化 し つ つ あ る 公 共 イ ン フ ラ の 更 新 を い か に 効 率 的 に 行 う か

道 路 や 公 園 の ス ペ ー ス 有 効 利 用 を い か に 図 る か

駐 車 施 設 の 適 正 配 置 を ど う 進 め る か

交 通 面 の 安 全 性 を ど の よ う に 向 上 す る か

歩 い て 暮 ら せ る ま ち を い か に 実 現 す る か

菱 野 団 地 内 の バ ス 等 の 交 通 環 境 を い か に 維 持 ・ 向 上 す る か

子 ど も の 遊 び 場 を ど う つ く る か

子 育 て 世 代 の 教 育 ・ 子 育 て 支 援 へ の ニ ー ズ に い か に 応 え る か

６
.高

齢
者

高 齢 世 代 の 安 全 ・ 安 心 を い か に 高 め る か

高 齢 者 の 居 場 所 、 活 躍 の 場 所 を ど う つ く る か

子 育 て 世 代 の ニ ー ズ に あ う 施 設 を い か に 立 地 さ せ る か

人 口 規 模 と し て ど の よ う な 水 準 を 目 指 す か

若 い 世 代 の 居 住 を い か に 誘 導 す る か

居 住 地 と し て の ブ ラ ン ド イ メ ー ジ を い か に 再 生 す る か

地 域 全 体 の 魅 力 を い か に 高 め 発 信 す る か

中 古 戸 建 住 宅 の 流 通 促 進 を い か に 図 る か

老 朽 化 し つ つ あ る 共 同 住 宅 を い か に 活 用 ・ 再 生 す る か

生 活 利 便 施 設 の 立 地 を い か に 促 進 す る か

セ ン タ ー 地 区 の 魅 力 の 向 上 を い か に 図 る か

福 祉 ・ 医 療 施 設 を い か に 適 正 に 立 地 さ せ る か

既 存 の 公 共 施 設 の 機 能 向 上 を い か に 図 る か
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 パブリックコメント手続実施結果 

（1） 意見募集期間  平成３１年２月８日（金）から平成３１年３月８日（金）まで 

（2） 意見提出人数  ８人 

（3） 意見件数    ２１件 

（4） 意見への対応 

 Ａ 意見を踏まえて、案の修正をするもの              ０件 

 Ｂ 意見の趣旨や内容を盛り込み済みであり、考え方を説明するもの  ６件 

 Ｃ 今後の事業実施の参考とするもの               １５件 

 Ｄ その他（本計画案に対する意見でないもの等）          ０件 

（5） 意見及び市の考え方について 

No 意見 市の考え方 対応 

１ 

多くの人が住む菱野団地の再生に立ち

はだかる問題として自動車の路上違法駐

車の蔓延があると思います。 

団地の外周路全域にわたり数え切れな

い程の違法駐車が見受けられ、みんなが

やっているからなのか違反の意識が薄い

ようで当たり前のように堂々と駐車され

ています。本来路上は自動車の保管場所

ではありません。私が初めてここを通っ

た時にあまりの酷さに言葉を失いまし

た。違法状態の放置は道路が狭くなり交

通事故を招くほか治安悪化を招くことに

つながると思います。このままだと菱野

団地にマイナスイメージが定着してしま

うのではないかと危惧しています。もっ

と本腰を入れて警察を巻き込んで取り締

まりを強化するべきだと思います。新し

く若い人を迎え入れるためにもマイナス

要素は取り除くべきです。 

期待しています、よろしくお願い致し

ます。 

 

具体的なご意見をありがとうございま

す。路上駐車や駐車場環境につきまして

は、住民ワークショップや住民意向調査

結果等からも課題の一つとなっていま

す。 

課題に対して、「第３章 ３．再生に向け

た 20 の取組方針 ⑵ 安全・安心に暮らせ

る環境づくり 取組方針６」において、外

周道路や主要道路の駐車環境の改善を図

ることとし、中・長期計画に位置付け、自

治会や行政をはじめ多様な主体が連携し

ながら取り組んでいくこととしていま

す。また、「第４章 ２．再生に向けた先行

プロジェクト ⑴ センター地区整備プロ

ジェクト」においても、センター地区にお

ける既存駐車場の駐車需要の把握を行

い、民間活力等による効率的な駐車場の

活用を推進することとしています。 

Ｂ 

２ 

私は瀬戸市に生まれたときからずっと

住んでいますが暮らしに不自由を感じた

事はありません。それだけいい街だとは

思いますが、周りから見るとちょっと魅

力がないようです。そこで、周りの魅力的

な新しい街をみると住宅地にはそこそこ

大きな公園がありその周りには商業施設

がある事に気付きました。瀬戸にも大き

な公園はありますが街の外れにあり多く

具体的なご意見、ご提案をありがとう

ございます。 

菱野団地中央広場につきましては、「第

３章 再生の基本的な考え方 ２．再生の

基本方針 ⑴ センター地区を活用した交

流拠点づくり」において、センター地区へ

のアクセス強化を図り、賑わいを創出す

ることとしています。 

具体的には、「第４章 ２．再生に向けた

Ｃ 
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の人は車で移動。また、そこから食事をと

るなら車で 30 分というような形です。 

菱野団地には原山商店街、萩山商店街

があります。その中心には大きな広場が

あり日当たりもまずまずです。ここに大

きな公園、最新で安全な遊具とスポーツ

（バスケットコートやフットサル）など

ができる場所があれば皆集まってくると

思います。 

公園の対象は幼児から小学生高学年を

イメージ。スポーツは中学生から大人ま

で。その周りの商店街には喫茶店などあ

ったら年配の方もすごしやすいのではな

いでしょうか。（この場所には小さい頃友

達とよく遊んでいたのを思い出します。）

商店街には駐車場もありますので遠くか

らも人が集まると思います。そうすれば

商店街も賑わいます。そして街の良さが

周りに浸透していきます。 

菱野団地は古い住宅地ではありますが

再開発をするのであれば中途半端ではな

く思い切って行って頂きたいです。是非

周りからも憧れるような幅広い年齢に受

け入れられる街にして頂きたいです。 

 

先行プロジェクト ⑴ センター地区整備

プロジェクト」において、菱野団地中央広

場に集まる人々が休憩したり、語り合う

ことができる環境を整備することとして

います。また、子どもからお年寄りまでの

多世代が交流できる空間を設けるととも

に、誰もが利用しやすく、利用したくなる

中央広場への改修等に取り組んでいくこ

ととしています。 

いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とさせていただきます。 

３ 

たまたま新しく引っ越した場所で自治

会の担当者となり、カタリバを知り途中

から参加を始めました。菱野団地に住ん

で 28 年。まだまだ人の動きがあり、各三

台に活気があった事を知っています。同

じ団地内なのに自治会や住んでいる住民

の感心度の差があることに、活動してい

てとても残念に思っています。私自身、自

治会活動に凄く興味があったわけでもな

く、たまたま面倒な班長が回ってきたと

いう感覚で班長になり、あまりにも今現

在住んでいる場所に興味がない方々がた

くさんみえる事に驚き、自身もそれでは

ダメだと思って参加するようになりまし

た。なかなか大変な事だと思います。住ん

でいる方々が、もっと危機感を感じ、差し

出された案にもっと興味を示し活動に参

加しないと、何も変わらないと思います。

三台、別行動の自治会ではなく、全てまと

めた、菱野団地自治会とか？ 

中央から発信する定期的なイベント活

具体的なご意見、ご提案をありがとう

ございます。また、住民ワークショップ

「カタリバ」へのご参加ありがとうござ

います。 

菱野団地の住民が一つにまとまり、事

業者、企業や行政等との協働で、菱野団地

の魅力を高めるあらたなまちづくりに取

り組み、誰もが住み続けたい・住みたくな

る快適なまちを目指していくため、再生

の理念に「みんなでつくる、住みよいまち 

菱野団地」を掲げました。 

今後は、再生に向けた先行プロジェク

トとして「⑴ センター地区整備プロジェ

クト」や「⑵ エリアマネジメント団体プ

ロジェクト」において、中央広場を誰もが

気持ちよく利用できるような環境整備を

推進するとともに、三台が共同で開催す

るイベントやまちづくり活動を企画し、

センター地区の賑わいを創出していくこ

ととしています。 

再生計画の推進にあたっては、住民の

Ｃ 
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動や、地味な活動、例えば中央が畑や花壇

であふれ、立ち寄りたくなる場所。常に何

かしら活動していて、フラリと立ち寄っ

た方が参加できる場所。固くなり過ぎず、

ゆっくり緩やかな居場所。アクセクする

日常から、穏やかに過ごせて、何だかいつ

も人が集まっている。そんな未来の菱野

団地になればと思っております。 

私自身なにも出来ません。参加する事

で、何か次に繋ぐ事が出来ればと思いま

す。 

 

方々をはじめ多様な方々と協働してさま

ざまな取組みを進めていけるよう、広く

周知するとともに、一緒に取組んでいた

だける方を広く募っていきます。 

いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とさせていただきます。 

４ 

歩道の整備について 

健康維持のため、よく団地の外周を散

歩していますが、実際のところ、歩道がガ

タガタで歩きにくく、私でさえ転ばない

かヒヤヒヤしながら常に足元を気にして

歩いている状態です。 

そのためか、同様にウォーキングして

いる人の多くが、歩道ではなく車道を歩

いている光景をよく目にしますが非常に

危険です。私自身は散歩の際、景色に飽き

ないよう、原山台、萩山台、八幡台の外周

を満遍なく歩いていますが、中でも萩山

台の歩道のガタガタが顕著です。 

近所でもこの話題がよく挙がります

が、やはり高齢者の方々にとってこの歩

道の段差の改善は急務のように感じま

す。なぜなら、現状の段差の多い歩道で

は、杖や歩行器を使っての歩行が物理的

に難しく、そのことが外出を諦めたり躊

躇させてしまっている実態があるためで

す。 住民が自宅にこもりがちな環境と、

活気あるまちづくりは対極にあるような

気がします。歩道の段差が高齢者の方々

の自宅に閉じこもる要因となってしまわ

ないよう、歩道の整備を進めることで、住

民のみなさんの外出意欲を高めること

も、団地の活性化につながる取り組みの

ひとつだと感じています。 

 

具体的なご意見をありがとうございま

す。歩道等の社会基盤の更新につきまし

ては、住民ワークショップや住民意向調

査結果等からも課題の一つとなっていま

す。 

課題に対して、「第３章 ３．再生に向

けた 20 の取組方針 ⑵ 安全・安心に暮

らせる環境づくり 取組方針８」におい

て、誰もが安全に移動できるよう、回廊式

の歩道橋などの整備・修繕に取り組んで

いくこととしています。 

また、公共交通の観点からも、「⑷ 高

齢者がいきいきと暮らせるまちづくり 

取組方針 18」において、既存交通と連携

し、住民バスのサービス向上を図りなが

ら、高齢者をはじめとする交通弱者の移

動手段の確保を図ることとしています。 

Ｃ 

５ 

健康増進施設の設置について 

「菱野団地住宅・公共施設再生計画の

提案」にもあります、小学校跡地への総合

スポーツ施設の建設を切に希望します。 

「65歳以上の回答者の55.6%は自宅に

具体的なご意見、ご提案をありがとう

ございます。また、名城大学理工学部社会

基盤デザイン工学科鈴木温研究室の学生

さん達からいただいた「菱野団地再生に

向けた提案」にご賛同いただきありがと

Ｃ 
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いることが多い」という、住民アンケート

の調査結果を拝見させていただき、とて

も残念に思いましたし、将来、自分も同じ

ようになってしまうのかもと不安になり

ました。しかし、外出を阻んでいる要因を

取り除く取り組みとともに、外出するこ

とへの何か有意義な目的や目標があれ

ば、このような状況は変えられるのでは

ないでしょうか。 

高齢者になると、どうしても筋力の低

下や運動能力の衰えによって、転倒や骨

折の危険性が高まります。とはいえ、日常

では転倒予防のための身体づくりはなか

なか難しいものです。健康増進施設、とり

わけ膝や腰に負担が少なく高い運動効果

が得られる水中運動が可能な室内プール

を団地の中心部に設置し、高齢者が筋力

維持のための運動を無理なく続けられる

環境整備が大切だと考えます。(最近、菱

野団地のすぐ近くにスポーツジムがオー

プンしましたが、残念ながらプール施設

はないようです) 

菱野団地の人口の 40％近くを占める

65歳以上の方々が活き活きと健康に暮ら

す姿こそが、若い世代の人にとっても住

み慣れたまちで安心して暮らせる「住み

よいまち 菱野団地」につながるのだと思

います。 

 

うございます。 

「第３章 ２．再生の基本方針 「⑷ 

高齢者がいきいきと暮らせるまちづく

り」において、高齢になっても安心して生

活できる交通環境等の整備や、生きがい

や健康づくりにつながる活動を推進して

いくこととしています。 

具体的には、「第４章 ２．再生に向け

た先行プロジェクト ⑵ エリアマネジ

メント団体プロジェクト」において、高齢

者向けのサロン等の高齢者が気軽に集う

ことのできる居場所をつくるなど、福祉

サービスの充実を図ることとしていま

す。 

また、地域で活躍する高齢者（アクティ

ブシニア層）等の活躍の場を提供するこ

とで、地域全体でお互いに支え合う仕組

みづくりに取り組むこととしています。 

いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とさせていただきます。 

６ 

住民バス路線の充実について 

多くの方々のご尽力により住民バスプ

ロジェクトが始動し、運行により交通利

便性は高くなりました。ただ、それはあく

まで団地内での移動にとどまった話であ

り、今後、徐々に路線を充実させていくこ

とが重要かと思います。 

住民意向調査等の結果にも出ています

ように、回答者の４割以上が「バス・電車

の利用のしやすさ」に不満を持っており、

菱野団地からの転居を考えている人の約

20%が「公共交通の利便性」を理由に挙げ

ているという現状は思っている以上に深

刻です。 

例えば利用促進の一環として、みどり

のまち病院や陶生病院行きの路線を増や

したり、また、運行範囲を少し拡げ、尾張

具体的なご意見、ご提案をありがとう

ございます。 

住民バスは、菱野団地内における名鉄

バスやタクシーへの乗り継ぎ、センター

地区付近への買い物や通院、通所等への

住民の移動手段を確保することを目的

に、地域住民が主体となって、交通事業

者、行政等との協働により運行していま

す。 

「第４章 ２．再生に向けた先行プロ

ジェクト ⑶ 住民バスプロジェクト」

においては、名鉄バスやタクシーなどの

既存交通と連携して住民バスのサービス

向上を図ることとしています。また、セン

ター地区整備プロジェクトやエリアマネ

ジメント団体プロジェクト等のまちづく

りと連携した交通ネットワークを構築し

Ｃ 
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瀬戸駅や瀬戸口駅までの便を運行するこ

とで住民の方々の行動範囲の幅が一気に

拡がり、住民バスの利便性が格段に高ま

ります。そういったことが、住民バスがす

べての世代の人のニーズに合った魅力的

な交通サービスになることにつながって

いくのだと感じます。 

 

ていくこととしています。 

いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とさせていただきます。 

７ 

私が一番重要だと感じるのは、菱野団

地にお住まいの方同士が「顔を合わせる

機会を増やす」ということで、それがまち

の活気を取り戻す第一歩になるのだと思

います。 

そのためには、外出を促す環境整備や

動機づけが必要なのではないかと。市の

予算も限られている中で、なかなか実現

は難しいとは思いますが、 運動施設や住

民バスの利用を通じて、いろんな世代の

人たちが交流する場面を、想像を広げな

がら書かさせていただきました。 

菱野団地のあらたなまちづくりに向け

て日々取り組んでくださっている、検討

委員会やワークショップ等関係者の方々

に、心より御礼申し上げます。 

 

具体的なご意見をありがとうございま

す。 

センター地区を活用した交流拠点づく

りとして、「第４章２．再生に向けた先行

プロジェクト ⑴ センター地区整備プ

ロジェクト」において、子どもから高齢者

や外国人までの多様な人々が学んだり、

遊んだり、語り合うことができる交流ス

ペース等を整備することとしています。 

加えて、「⑵ エリアマネジメント団体

プロジェクト」において、三台が一体とな

ってセンター地区での賑わいを創出する

取り組みを実施するとともに、親と子ど

もや高齢者などの多様な人々の居場所づ

くりを進めていくこととしています。 

 

Ｃ 

８ 

ＳＤＧｓに賛同し、ＳＤＧｓ未来都市

宣言（菱野団地かもしくはこれを機会に

瀬戸市として）をする。そして、菱野団地

再生計画（案）にも反映してほしい。 

菱野団地の住民がまとまり、事業者、企

業や行政等との協働で、菱野団地の魅力

を高めるあらたなまちづくりに取り組

み、誰もが住み続けたい、住みたくなる快

適なまちを目指すこととしています。こ

の取り組みは、国のＳＤＧｓアクション

プランに掲げる実施指針とも同じ方向性

を持つと考えています。 

 

Ｂ 

９ 

愛知県に数か所しかない青少年センタ

ー（宿泊も可能なものが望ましい）を設立

する。 

また、地域にユースワーカー（若者の育

成などに取り組む専門スタッフ）がいる

ようにしてほしい。（全国的にも珍しい事

例になると思います。） 

地方自治を担える若者の育成は急務だ

と思うからです。最初は、菱野団地内の公

民館などからユースワーカーを数人配置

することから始めてはどうでしょうか。

将来的にできれば、瀬戸市全域への展開

具体的なご意見、ご提案をありがとう

ございます。 

「第４章 ２．再生に向けた先行プロ

ジェクト ⑵ エリアマネジメント団体

プロジェクト」において、親と子ども、高

齢者や外国人などの多様な人々の居場所

づくりや相談しやすい窓口の設置等の支

援体制の構築をはじめとした地域課題の

解決に取り組むこととしています。 

また、市役所に設置されている地域若

者サポートステーションや仕事・生活自

立相談窓口等の既存の相談窓口や支援体

Ｃ 



 

106 

 

を求めます。  

 

制と連携・協力を図りながら取り組んで

まいります。 

いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とさせていただきます。 

10 

子ども・若者総合相談・支援センター

（例：名古屋市 子ども・若者 総合相談セ

ンターのような施設）を設立する。 

理由としては、昨今、ニート、ひきこも

りなど、社会生活を営む上で困難を抱え

る子ども・若者の方が増え社会問題化し

ています。そこで、瀬戸市内にはない、子

ども・若者総合相談・支援センターを新設

し、相談にのり、その子ども・若者の状況

に応じた支援機関へつなぐ機関が必要だ

と感じたからです。 

 

Ｃ 

11 

幼年期～中年期（0 歳～64 歳ぐらいで

高齢者・障がい者・子育てをしている親以

外の社会福祉制度にあてはまらない人）

の支援施設を新設する。もしくは、瀬戸市

役所にある仕事・生活自立相談窓口（社会

福祉課）を菱野団地の公民館などにも作

る。（幼年期～中年期総合支援センター） 

理由としては、昨今、ニート、ひきこも

りなど、社会生活を営む上で困難を抱え

る子ども・若者・40 歳以上の大人も含む）

な方が増え社会問題化しています。また、

全年齢で高齢者・障がい者・子育てをして

いる親以外の社会福祉制度にあてはまら

ない（制度のはざまにいる）人も増加の一

途をたどっています。 

（例）介護離職・ヤングケアラー問題な

どこれらの問題は、労働人口の減少や地

域経営にも影響するため対策が必要だと

考えます。 

これらは本来、瀬戸市の都市計画など

に組み込まれる性格のものであると考え

ますが、最初は菱野団地内の公民館など

から始めていただけることを求めます。

必要なら、一緒に取り組みたいと考えま

す。 よろしくお願いします。 

 

Ｃ 

12 

八幡台の団地外周をぐるっと回らなけ

れば行きたい所に行けないのが不便で

す。 

階段や通路を作って頂けると有難いで

す。ブライト歯科や瀬戸西高校、瀬戸口駅

に行くのにも便利です。よろしくお願い

具体的なご意見、ご提案をありがとう

ございます。 

子どもや若者から高齢者の方まで誰も

が住み続けたい、住みたくなる快適なま

ちを目指していくため、再生の理念に「み

んなでつくる、住みよいまち 菱野団地」

Ｃ 
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いたします。 を掲げました。 

そして、高齢者がいきいきと暮らせる

まちづくりとして、高齢になっても安心

して生活できる交通環境等の整備に取り

組むこととしています。 

具体的には、「公共交通の維持・活性化」

として、日常生活における団地内外への

移動を確保、維持するため、バスやタクシ

ー等の公共交通の利便性の向上を図るこ

ととしています。 

なお、現在運行している住民バスは、各

団地の外周道路上では交差点や横断歩道

を除く安全な場所で乗降していただくこ

とができます。例えば、原山小学校西側付

近で乗降していただくと、階段を下りて

緑町の商業施設等へお買い物に行くこと

ができます。 

いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とさせていただきます。 

 

13 

菱野団地は、長く住んでおられるご年

配の方がとても温かく子どもたちを見守

ってくださいます。 

市役所の出張所、信用金庫、郵便局、子

どもたちが安全に歩いておつかいに行け

るスーパーもあり、中央広場も広く、車の

乗り入れがないので安心して遊ばせるこ

とができます。近くに公園もたくさんあ

ります。 

このように子育て世帯にとって暮らし

やすい環境にあるにもかかわらず、子ど

もが少ないこと、また広場や商店街に今

ひとつ活気がないことを残念に感じてい

ます。そんな中で、市が、専門家の方とも

連携しながら、住民、各団体、企業等とひ

とつとなって菱野団地のあらたなまちづ

くりに乗り出してくださったことに感謝

しています。 

 

具体的なご意見をありがとうございま

す。 

「第４章 ２．再生に向けた先行プロ

ジェクト ⑵ エリアマネジメント団体

プロジェクト」において、子育て世代の転

入をはじめとする定住や交流を促進する

ため、ＩＣＴを活用したプロモーション

により、充実した子育て環境や豊かな自

然環境などの菱野団地の魅力やまちづく

りなどの情報発信に取り組むこととして

います。 

 

Ｂ 

14 

センター地区の機能強化について 

菱野第３住宅の 10 棟の１Ｆ、また、そ

の付近にいくつか空き店舗があります。

また、第二住宅の一室も自治会用の部屋

となっていますが、会議があるとき以外

は使われていません。そのような場を、子

育て支援や世代間交流の拠点として活用

具体的なご意見、ご提案をありがとう

ございます。 

センター地区の機能強化については、

「第３章 ２．再生の基本方針 ⑴ セ

ンター地区を活用した交流拠点づくり」

において、センター地区へのアクセス強

化を図り、賑わいを創出することとして

Ｃ 
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してはどうでしょうか。 

活動内容としては、就園前の親子が集

って遊べるスペース、年配の方が憩える

サロン、放課後の子どもたちの居場所と

なる場、一緒に勉強できるスペース、子ど

も文庫、子ども食堂、地域を活性化するた

めの話し合い、外国からの住民との交流、

大人向けのセミナーなど。それらの場を

分けるのでなく、ひとつの場所でシェア

しながら行うことで、様々な交流が行わ

れ、お互いのニーズを知りあうことがで

きるし、地域のみんなで子どもたちやお

年寄りを孤独にしない、守るという気持

ちでつながりあえれば、防災、防犯意識も

高まると思います。また、この地域は子ど

もの学力が低いと言われている中で、一

緒に学び合い高め合うことができるよう

に、場と人材（ボランティアスタッフな

ど）があればサポートできると思います。 

菱野住宅は住宅供給公社の管轄なの

で、費用の面など課題もあると思います

が、例えば市が借り上げて一部有料レン

タルスペースとして運営するとか、その

ような子育て支援や地域活性化のための

事業や活動に対して補助金を出すなどの

支援があるといいと思います。 

そのように、年配の方の経験や知恵、ス

キル、活力を子どもたちに提供して頂き、

子どもたちのエネルギーと愛を特にお一

人暮らし等の年輩の方にお返しするとい

う循環ができたらとても素敵なまちにな

ると思います。 

 

います。 

具体的には、「第４章 ２．再生に向け

た先行プロジェクト ⑴ センター地区

整備プロジェクト ⑵ エリアマネジメン

ト団体プロジェクト」において、センター

地区の空き店舗等の既存ストックを活用

した活動拠点を整備することとしていま

す。 

実際に住民ワークショップ「カタリバ」

におきまして、菱野第３住宅 10 棟の空き

店舗を活動拠点として利用しました。 

活動拠点には子どもから高齢者や外国

人までの多様な人々が、学んだり、遊んだ

り、語り合うことができる交流スペース

等を整備し、エリアマネジメント団体プ

ロジェクトの取り組みの場として活用す

ることとしています。 

また、これらの取組みについては、「み

んなでつくる、住みよいまち 菱野団地」

という理念のもと、住民の方とともに、事

業者、企業や行政等が協働で取り組んで

まいります。 

いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とさせていただきます。 

15 

小中一貫教育、適正配置について 

八幡小学校、原山小学校、萩山小学校は

どこも少人数となっています。少人数の

学校の良さもありますが、合併すること

で運営費も削減できます。また、子どもた

ちもより多くの友達、先生方と学び合う

ことができ、日本語が難しい外国人の子

どもたちもサポートを受けやすくなると

思います。ＰＴＡ活動も人数が増えれば

個々の負担が減り活性化するのではない

でしょうか。通学距離の問題もあります

が、検討の価値があると思います。 

 

具体的なご意見、ご提案をありがとう

ございます。 

「第４章 ３．再生に向けた中長期計

画 ③若い世代に住みたいと選ばれる団

地づくり」において、小中一貫教育の実施

や学校の適正配置の検討等により、子ど

もたちがのびのびと学ぶことができる環

境づくりを進めることとしています。 

いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とさせていただきます。 

Ｃ 
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16 

公園等の改修について 

八幡台、原山台、萩山台には小さな公園

がたくさんあります。身近なことはよい

のですが、わりとどこも整備が行き届い

ておらず、日中に子どもたちが遊んだり、

年配の方が運動をされているのはほとん

ど見かけません。 

市の方で整備に手が足りないのであれ

ば、その中でもいくつかに絞って整備し、

そこには水道や屋根つきのベンチを配備

すると人が集う場所になるいいと思いま

す。 

今の状態ではもったいないです。自治

会の活動、または小中学生の課外授業の

一環として、地域の環境整備に一役買う

感じで公園のごみ拾いや草取りをしたり

（すごいマンパワーです！）ボランティ

アを募るのもいいかと思います。また、今

ボール遊びや花火ができる場所がほとん

どないので、そのように整備された場所

では保護者の見守りの元、許可されると

いいなと思います。 

 

具体的なご意見、ご提案をありがとう

ございます。 

「第４章 ３．再生に向けた中長期計

画 ③若い世代に住みたいと選ばれる団

地づくり」において、子どもたちがボール

遊びのできる公園や広場の改修、子ども

からお年寄りまで多様な世代が交流でき

る環境づくりを進めることとしていま

す。 

また、「②安全・安心に暮らせる環境づ

くり」において、ちびっこ広場やセンター

地区周辺の緑等の豊かな自然を活かした

環境教育を実施することとしています。 

いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とします。 

Ｃ 

17 

グローバルリーダーの発掘と育成につい

て 

この地域はブラジル人、ペルー人、フィ

リピン人、インド人等様々な文化をルー

ツとする方がおられます。それを「問題」

ととらえず「豊かさ」として、多文化共生

の楽しさが発信できるまちになるといい

なと思います。住宅に住む際のマナー、ご

み出しのルール等が問題になることもあ

りますが、単に日本のマナー、ルールが理

解できていないことが原因という場合も

多いと思うので、それらを学ぶ場をしっ

かりと通訳付きで、地域の日本人（自治会

役員やボランティアなど）も参加して意

見交換しながら行うと改善できるのでは

と思います。 

今、小学校から英語教育が取り入れら

れていますが、瀬戸市でポルトガル語、ス

ペイン語が話せる人は多くの人を援助す

ることができます。子どもから大人まで、

希望者対象としたポルトガル語講座等を

地域で行ってはいかがでしょうか。また、

近隣の高校や大学でポルトガル語を外国

具体的なご意見、ご提案をありがとう

ございます。 

現在、菱野団地には約 1,000 人の外国

籍の方が住まわれています。 

「第３章 ２．再生の基本方針 ⑸多

文化共生の地域づくり」として、多様な文

化的背景をもった外国人居住者と日本人

居住者がお互いを理解し、相互にその能

力を活かして支え合える関係を築くこと

としています。 

具体的には、「第４章 ２．再生に向け

た先行プロジェクト ⑵ エリアマネジ

メント団体プロジェクト」において、外国

人の相談窓口の設置により、子どもを持

つ外国人等の生活支援とコミュニケーシ

ョン支援の構築を図ることとしていま

す。 

また、多文化共生の地域づくりとして、

外国人居住者の地域参加を促し、地域住

民の一員として主体的に活動できるよ

う、外国人と日本人の橋渡し役となるよ

うなグローバルリーダーの発掘や育成を

進めて行きます。 

Ｃ 
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語として選択できるといいかもしれませ

ん。 

例えばワールドワイド文化祭的な、身

近な食や言語、音楽、ダンス、美術等の文

化交流イベントなど、外国人の方と一緒

に計画、実行できるといいなと思います。

また、外国人の子ども達の学習支援の場

があるといいです。 

 

いただいたご意見は今後の事業実施の

参考とします。 

18 

まちづくり計画をする際の市民への周知

方法について 

さまざまな年齢、国籍、状況にある人々

でまちは構成されていることを踏まえ、

また一人ひとりが生き生きと住み続けら

れるまちづくりを進めるのであれば、子

どもたち、年配の方々、外国人、また障害

のある人々にもわかりやすい周知方法が

必要かと思います。パンフレットの文言

はやや難しく感じました。 

例えば、地域の小中学校、特別支援学

校、ブラジル人学校、デイサービス等に都

市計画課の方々が出向いてこの再生計画

の理念をわかりやすく伝え、アイデアや

ニーズの聞き取りを行ったり、さらに意

見がある人はこのような方法で伝えるこ

とができますよ、と周知すると良いと思

いました。 

そのようなさまざまな立場の住民の方

のアイデアやニーズが、机上では考えつ

かない素敵なまちづくりのヒントになる

のではと感じました。 

具体的なご意見、ご提案をありがとう

ございます。 

 菱野団地の取組みについてかわら版

を作成し、団地内へ全戸配布するととも

に、団地内の幼稚園・保育園や小学校、商

店街、企業等のご協力を得て広く配布さ

せていただきました。 

 「第４章 ２．再生に向けた先行プロ

ジェクト ⑵ エリアマネジメント団体

プロジェクト」において、ＩＣＴを活用し

たプロモーションにより、ＳＮＳやホー

ムページなどによる魅力発信とともに、

ＩＣＴを活用した仕組みづくりにも取組

むこととしています。 

住民意向調査では、ふりがなをふった

日本語のアンケート調査票に加えて、ス

ペイン語、ポルトガル語、英語に翻訳した

調査票を用いて実施しました。また、小学

校の授業参観日に職員が出向いて、外国

人の保護者の方等に直接聞き取り調査を

行いました。 

 いただいたご意見は今後の事業実施

の参考とさせていただきます。 

 

Ｃ 

19 

再生計画とは少々驚きました。問題は、

現在の菱野団地の一体どこが死んでい

る、または死にかかっていると把握され

ましたか。 

ご意見ありがとうございます。 

菱野団地は入居開始から 40 年以上が

経過し、急激に人口減少が進行し、高齢化

率も市全体を大きく上回っており、多く

の課題が存在しています。 

菱野団地の現状や住民ワークショッ

プ、住民意向調査等の結果から、菱野団地

の課題を「人口」、「住宅」、「商業」、「子育

て」、「高齢者」など 11 のカテゴリーに分

けて整理しています。 

Ｂ 

20 

買い物や交通の不便さでしたら、市内

の他地区の方がもっと厳しいのではない

ですか。当地域が選ばれたのは住民の要

ご意見ありがとうございます。 

菱野団地の急激な人口減少や高齢化の

状況に加え、三台それぞれに公共交通空

Ｂ 
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請でしょうか、市当局の発想でしょうか。 白地域が存在し、住民の移動が確保され

ていない地域となっていました。 

そこで、住民が主体となり、交通事業

者、行政等と協働で運行する住民バスの

社会実験を平成 29 年７月から半年間実

施し、平成 30 年８月から運行を再開して

います。 

 

21 

各分野を横断したハード・ソフト両面

の計画を立てる大規模な構えですが、そ

れは予算配分を受ける要件でしょうか。

現在各分野で動いている組織に屋上屋を

架すことになるのではないでしょうか。

ただし、三台共通の課題についてはそれ

なりの組織は必要でしょう。 

 ご意見ありがとうございます。 

再生に向けた 3 カ年の短期計画として

先行する具体的なプロジェクトと、先行

プロジェクトをさらに発展させ中長期的

に取組んでいく中長期計画により、計画

的に取組んでいくこととしています。 

本計画の検討にあたっては、平成 29 年

11月に菱野団地再生計画策定検討委員会

を設立し、福祉、子育て、定住、交通、ま

ちづくりなどの分野を横断したハード・

ソフト両面の取組方針や具体的なプロジ

ェクトの検討を進めてまいりました。今

後は、計画に位置付けた取組みを推進す

るため、菱野団地再生計画推進協議会を

設立し、取組みの実施状況や目標達成状

況について評価・検証するとともに、社会

情勢や住民のニーズの変化を把握し、計

画の見直しを適切に行っていくこととし

ています。 

 

Ｂ 
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 菱野団地わいわいフェスティバル写真集 

 

 

  

菱野団地わいわいフェスティバル 

2018.11.4 sun 

マルシェ・飲食 
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中央広場テラスおひろめ 

ピザ作り体験 
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  住民バス特別運行 

名城大学鈴木温研究室 
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